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Ⅰ 教育理念 

 

葵会グループの「“治す”と“防ぐ”を高いレベルで両立し、健康な人生をトータルにケアしていく医療を

めざす」の理念のもとに、人間の尊厳と権利を守り、あらゆる健康レベルにある人々に対して、真摯な態度

で看護を提供できる人材を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護師としての 

人間性の向上 

 

看護の専門性の向上 

 

      社会の変化に 

      対応する 

   能力の修得 

 

 自己教育力の向上 

専門職業人としての 

自律・自立 
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Ⅱ 教育目的・目標 

 

1．教育目的 

看護に必要な知識・技術・態度を修得し、豊かな感性と自己教育力を養い、保健医療福祉の向上と国際社

会および地域社会で貢献できる有能な看護師を育成する。 

 

2．教育目標 

1）生命の尊厳と人権・人格を尊重する倫理観を有し、思いやりのある自立性の高い人間を育成する。 

2）人間を取り巻く環境の変化に対応しながら、看護の対象を身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな側 

面をもつ統合された存在として理解する力を養う。 

3）看護の視座に立ち、人間の健康問題に対する判断力と実践力を養う。 

4）看護職としての役割と責任を認識し、保健医療福祉チームにおいて協働・連携できる能力を養う。 

5）専門職業人として生涯にわたって看護を探求し、自己教育力を養う。 
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3．看護の主要概念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①      人間は、身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな側面をもった統合的存在である。

②      人間は、成長発達する存在である。

③      人間は、基本的ニードをもつ存在である。

④      人間は、環境と相互作用し、環境の中で生活する。

⑤      人間は、価値観・自律性・独自性をもつ存在である。

⑥　人間は、受胎から死に至ってもなお永遠に尊厳をもつ存在である。

①      環境には、外的環境・内的環境があり、人間の生活に相互に影響しあう。

②      外的環境には自然環境・社会環境があり、これらは相互に影響しあう。

③      内的環境とは、生体の内部環境である。

④      生体の内部環境は相互に影響しあい、人間の生命現象に深く関与する。

⑤      外的環境は、内的環境の恒常性の維持に関与する。

⑥　環境は時間と共に変化し、環境と人間の相互作用は環境の変化に深く関与する。

①      健康とは、身体的・精神的・社会的・スピリチュアルに調和がとれた状態である。

②      健康は、人間が生きていくうえでの基本的人権であり、社会システムの中で保障されるべきである。

③      健康の状態は、人間と環境の相互作用に影響する。

④      健康には、最良の状態から死までの連続的なレベルの変化があり、たえず流動する。

⑤      健康の水準は一般的・抽象的なものではなく、個別的なものである。

⑥      病気という状態は、環境に対し生体の恒常性を維持できないときに出現する。

①      看護の対象は、健康を保つために環境との相互作用を重ねている人間である。

②      看護の目標は健康への到達・保持・回復・疾病の予防、あるいは死に臨む人間の安寧に向けて、個人ならびに

　　　集団を援助することである。

③      看護とは、看護実践による目標達成に向けた、看護師と対象との相互作用の過程である。

④      看護は生命の尊厳を重んじて、人間の基本的ニードにかかわる潜在的問題・顕在的問題に関与する。

⑤      看護は、対象の健康上の問題を明らかにし、その問題を解決するために意図的・系統的に働きかけることである。

⑥      看護師は、専門職として独自の機能を有し、保健・医療・福祉チームの中で他職種と協働する。

①      教育は、個人の潜在能力を最大限に発揮できるよう支援することであり、教えるものと学修者との相互関係の中

　　　で、ともに学び成長することである。

②      教育は、学修者の可能性を引き出し、その可能性を学修者自身が主体的に伸ばしていけるように支援することで

　　　ある。

③      教育とは、知識・技術・態度を育む意図的な働きかけである。

④　問題解決能力を身につけることにより、自己教育力を育む。

教育

看護

自
己
教
育
力
と
看
護
実
践
能
力
を
備
え
た
看
護
師
の
育
成

人間

環境

健康
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4．学年別目標 

 

1年次 

1)他者に関心をもち、積極的にコミュニケーションがとれる。 

2)健康の概念および看護の概念が理解でき、看護に必要な基本的知識が理解できる。 

3)主体的な学習習慣を確立できる。 

4)教科外活動・集団生活を通して、協調性・自立性・人間性を養う。 

 

2年次 

1)自己を理解するとともに、他者に対する配慮、気配りができる。 

2)対象の顕在的・潜在的健康問題を診断し、健康課題に応じた看護過程の展開ができる。 

3)基礎看護技術を対象の状態・状況合わせて安全・安楽に実施できる。 

4)問題意識をもって積極的に課題に取り組むことができる。 

5)看護を学ぶ者として責任ある行動がとれる。 

 

3年次 

1)習得した看護技術を対象者の基本的ニーズ充足のために活用できる。 

2)個人の尊重を基盤に人間関係を築き、維持・発展していくことができる。 

3)対象者のライフサイクルや、健康レベルに応じた看護が実践できる。 

4)対象者の個別性に応じた看護過程が展開できる。 

5)保健・医療・福祉チームにおける他職種との連携・調整・協働の必要性を認識し、看護の役割と責任が

理解できる。 

6)理論と実践の統合をはかり、自己の看護観を確立できる。 

7)自分自身の行動に対する評価が適切に行え、自己の課題を明確にし、主体的行動ができる。 

 

卒業時 

1．豊かな人間性を備え、思いやりをもって行動できる。 

1)多様な価値観をもつ他者に関心をもち、積極的に関わろうとする姿勢がある。 

2)お互いに相手を大切にし、協力し助け合う姿勢がもてる。 

3)人間を尊重し、すべての人と良好な人間関係を築くことができる。 

2．専門職業人として生命の尊厳と人権を擁護する行動がとれる。 

1)自己及び他者のあらゆる生命を尊ぶ姿勢がもてる。 

2)看護師として生命の尊厳を守るため、生命の安全を第一とした選択ができる。 

3)看護師として対象の人権を考えた倫理的行動がとれる。 

3．地域社会や他職種に関心をもち、保健・医療・福祉チームの一員として貢献できる。 

1)看護専門職として地域活動に積極的に参加し、社会的活動ができる。 

2)国際社会や保健・医療・福祉の動向に関心をもち、広い視野で物事を見据えた行動ができる。 

4．自律して看護実践できる。 

1)問題解決能力を備え、専門職業人として対象に応じた判断ができ、看護実践ができる。 

2)自分の行動を適切に評価し、改善するために誠実に行動できる。 

3)変化する社会に対応するために自己研鑽する姿勢がもてる。 



前期 後期 前期 後期 前期 後期
看護物理学 1 15 15
統計学 1 30 30
情報科学 1 30 30
生命倫理学 1 30 30
教育学 1 15 15
医療英語Ⅰ 1 30 30
医療英語Ⅱ 1 30 30
社会学 1 15 15
人間関係論 1 30 30
論理学 1 30 30
心理学 1 30 30
死生学 1 30 30
保健体育 1 30 30

13 345 0 120 135 0 60 30 0
解剖生理学Ⅰ　人体構造・生理学・栄養と吸収・呼吸と血液 1 30 30
解剖生理学Ⅱ　血液と循環の調整・体液調整・内臓機能の調整 1 30 30
解剖生理学Ⅲ　体の支持と運動・外部環境からの防御・生殖・発生と成長・老化の仕組み 1 30 30
解剖生理学Ⅳ　神経系・感覚器・体表から見た人体構造 1 30 30
生化学 1 15 15
栄養学 1 15 15
薬理学 1 30 30
病理学 1 30 30
微生物学 1 30 30
病態生理学Ⅰ　概論・皮膚・免疫 1 30 30
病態生理学Ⅱ　体液・血液 1 30 30
病態生理学Ⅲ　循環・呼吸 1 30 30
病態生理学Ⅳ　消化器・腎・泌尿器 1 30 30
病態生理学Ⅴ　内分泌・代謝・生殖器 1 30 30
病態生理学Ⅵ　脳・神経・筋・感覚器 1 30 30
リハビリテーション論 1 30 30
総合医療論 1 15 15
医療経済論 1 15 15
看護関連法令 1 15 15
社会保障 1 15 15
公衆衛生学 1 30 30

21 540 0 225 180 90 45 0 0
看護学概論 1 30 30
看護理論 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅰ　対人関係成立の技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅱ　療養環境に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅲ　安楽・活動と休息に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅳ　清潔・栄養・排泄に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅴ　観察技術（フィジカルアセスメント） 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅵ　検査・与薬に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅶ　看護過程 1 30 30
基礎看護学援助論演習 1 30 30
専門分野Ⅰ学内　　　　小計 10 300 0 150 60 90 0 0 0
基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45
基礎看護学実習Ⅱ 2 90 90
専門分野Ⅰ臨地実習　小計 3 135 0 0 45 90 0 0 0

13 435 0 150 105 180 0 0 0
成人看護学概論     　　看護の対象と目的 1 30 30
成人看護学援助論Ⅰ   生活行動に障害のある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅱ　周手術期にある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅲ　緩和ケアを必要とする患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅳ　生命の危機的状態にある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅴ　生涯にわたり健康コントロールを必要とする対象者の看護 1 30 30

小計 6 180 0 0 30 90 60 0 0
老年看護学概論   　　 看護の対象と目的 1 30 30
老年看護学援助論Ⅰ　老年期の日常生活援助 1 30 30
老年看護学援助論Ⅱ　老年期の健康障害時の看護 1 30 30
老年看護学援助論Ⅲ　老年期の健康障害時の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 30 60 15 0 0
小児看護学概論 　   　看護の対象と目的 1 30 30
小児看護学援助論Ⅰ　小児の療養環境と看護 1 30 30
小児看護学援助論Ⅱ　小児の主な疾患と看護 1 30 30
小児看護学援助論Ⅲ　疾患・障害を持つ小児と家族の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 0 90 15 0 0
母性看護学概論　　　  看護の対象と目的 1 30 30
母性看護学援助論Ⅰ　妊産褥婦・新生児の生理機能 1 30 30
母性看護学援助論Ⅱ　妊産褥婦の看護と周産期にあるハイリスクの看護 1 30 30
母性看護学援助論Ⅲ　妊産褥婦・新生児の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 0 90 15 0 0
精神看護学概論　　    看護の対象と目的 1 15 15
精神看護学援助論Ⅰ　精神疾患の理解と治療 1 30 30
精神看護学援助論Ⅱ　精神看護の実際とその倫理 1 30 30
精神看護学援助論Ⅲ　精神障害のある患者の援助技術（看護過程他） 1 15 15

小計 4 90 0 0 0 75 15 0 0
成人看護学実習Ⅰ 2 90 90
成人看護学実習Ⅱ 2 90 90
成人看護学実習Ⅲ 2 90 90
老年看護学実習Ⅰ 2 90 90
老年看護学実習Ⅱ 2 90 90
小児看護学実習（保育園実習30時間含む） 2 90 90
母性看護学実習 2 90 90
精神看護学実習 2 90 90
専門分野Ⅱ臨地実習小計 16 720 0 0 0 0 270 450 0

38 1,305 0 0 60 405 390 450 0
在宅看護概論　　看護の対象と目的 1 30 30
在宅看護論Ⅰ　　在宅療養者関連する制度と展開 1 15 15
在宅看護論Ⅱ　　在宅における日常生活援助技術と実際 1 30 30
在宅看護論Ⅲ　　在宅援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 90 0 30 15 30 15 0
医療安全論 1 30 30
看護管理 1 30 30
災害・国際看護学 1 30 30
看護研究 1 30 30
統合看護演習 1 30 30

小計 5 150 0 0 0 0 60 90 0
在宅看護論実習 2 90 90
統合実習　 2 90 90
統合分野　臨地実習　小計 4 180 0 0 0 0 0 180

13 420 0 0 30 15 90 105 180
98 3,045 495 510 690 585 585 180

98単位内訳 (座学　75科目75単位、臨地実習　12実習23単位)

1年次37単位：内訳(座学 36科目36単位、臨地実習　1実習1単位)
2年次42単位：内訳(座学 34科目34単位、臨地実習　4実習8単位)
3年次19単位：内訳(座学   5科目 5単位、臨地実習　7実習14単位)

3年次

基
礎
分
野

科学的
思考の
　　基盤

人間と生
活・社会
の理解

基礎分野　小計

教育課程 授業科目
単
位
数

時
間
数

教員名
1年次 2年次

専
門
分
野
Ⅰ

基礎
看護学

臨地実習

専門分野Ⅰ　小計

専
門
基
礎
分
野

人体の
構造と
     機能

疾病の
成り立ちと
回復の
    促進

健康支援
と社会保
障制度

専門基礎分野　小計

統
合
分
野

在宅
看護論

看護の
統合と
    実践

臨地実習

統合分野　小計
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1期生　　学科進度表

総計 各学年総時間数 1,005 1,275 765
総計

専
門
分
野
Ⅱ

成人
看護学

老年
看護学

小児
看護学

母性
看護学

精神
看護学

臨地実習

専門分野Ⅱ　小計



前期 後期 前期 後期 前期 後期
看護物理学 1 15 15
統計学 1 30 30
情報科学 1 30 30
生命倫理学 1 30 30
教育学 1 15 15
医療英語Ⅰ 1 30 30
医療英語Ⅱ 1 30 30
社会学 1 15 15
人間関係論 1 30 30
論理学 1 30 30
心理学 1 30 30
死生学 1 30 30
保健体育 1 30 30

13 345 0 120 165 0 30 30 0
解剖生理学Ⅰ　人体構造・生理学・栄養と吸収・呼吸と血液 1 30 30
解剖生理学Ⅱ　血液と循環の調整・体液調整・内臓機能の調整 1 30 30
解剖生理学Ⅲ　体の支持と運動・外部環境からの防御・生殖・発生と成長・老化の仕組み 1 30 30
解剖生理学Ⅳ　神経系・感覚器・体表から見た人体構造 1 30 30
生化学 1 15 15
栄養学 1 15 15
薬理学 1 30 30
病理学 1 30 30
微生物学 1 30 30
病態生理学Ⅰ　概論・皮膚・免疫 1 30 30
病態生理学Ⅱ　体液・血液 1 30 30
病態生理学Ⅲ　循環・呼吸 1 30 30
病態生理学Ⅳ　消化器・腎・泌尿器 1 30 30
病態生理学Ⅴ　内分泌・代謝・生殖器 1 30 30
病態生理学Ⅵ　脳・神経・筋・感覚器 1 30 30
リハビリテーション論 1 30 30
総合医療論 1 15 15
医療経済論 1 15 15
看護関連法令 1 15 15
社会保障 1 15 15
公衆衛生学 1 30 30

21 540 0 195 270 30 45 0 0
看護学概論 1 30 30
看護理論 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅰ　対人関係成立の技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅱ　療養環境に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅲ　安楽・活動と休息に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅳ　清潔・栄養・排泄に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅴ　観察技術（フィジカルアセスメント） 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅵ　検査・与薬に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅶ　看護過程 1 30 30
基礎看護学援助論演習 1 30 30
専門分野Ⅰ学内　　　　小計 10 300 0 150 90 60 0 0 0
基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45
基礎看護学実習Ⅱ 2 90 90
専門分野Ⅰ臨地実習　小計 3 135 0 0 45 0 90 0 0

13 435 0 150 135 60 90 0 0
成人看護学概論     　　看護の対象と目的 1 30 30
成人看護学援助論Ⅰ   生活行動に障害のある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅱ　周手術期にある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅲ　緩和ケアを必要とする患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅳ　生命の危機的状態にある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅴ　生涯にわたり健康コントロールを必要とする対象者の看護 1 30 30

小計 6 180 0 0 30 90 60 0 0
老年看護学概論   　　 看護の対象と目的 1 30 30
老年看護学援助論Ⅰ　老年期の日常生活援助 1 30 30
老年看護学援助論Ⅱ　老年期の健康障害時の看護 1 30 30
老年看護学援助論Ⅲ　老年期の健康障害時の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 30 60 15 0 0
小児看護学概論 　   　看護の対象と目的 1 30 30
小児看護学援助論Ⅰ　小児の療養環境と看護 1 30 30
小児看護学援助論Ⅱ　小児の主な疾患と看護 1 30 30
小児看護学援助論Ⅲ　疾患・障害を持つ小児と家族の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 30 60 15 0 0
母性看護学概論　　　  看護の対象と目的 1 30 30
母性看護学援助論Ⅰ　妊産褥婦・新生児の生理機能 1 30 30
母性看護学援助論Ⅱ　妊産褥婦の看護と周産期にあるハイリスクの看護 1 30 30
母性看護学援助論Ⅲ　妊産褥婦・新生児の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 0 90 15 0 0
精神看護学概論　　    看護の対象と目的 1 15 15
精神看護学援助論Ⅰ　精神疾患の理解と治療 1 30 30
精神看護学援助論Ⅱ　精神看護の実際とその倫理 1 30 30
精神看護学援助論Ⅲ　精神障害のある患者の援助技術（看護過程他） 1 15 15

小計 4 90 0 0 0 75 15 0 0
成人看護学実習Ⅰ 2 90 90
成人看護学実習Ⅱ 2 90 90
成人看護学実習Ⅲ 2 90 90
老年看護学実習Ⅰ 2 90 90
老年看護学実習Ⅱ 2 90 90
小児看護学実習（保育園実習30時間含む） 2 90 90
母性看護学実習 2 90 90
精神看護学実習 2 90 90
専門分野Ⅱ臨地実習小計 16 720 0 0 0 0 270 450 0

38 1,305 0 0 90 375 390 450 0
在宅看護概論　　看護の対象と目的 1 30 30
在宅看護論Ⅰ　　在宅療養者関連する制度と展開 1 15 15
在宅看護論Ⅱ　　在宅における日常生活援助技術と実際 1 30 30
在宅看護論Ⅲ　　在宅援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 90 0 0 45 30 15 0
医療安全論 1 30 30
看護管理 1 30 30
災害・国際看護学 1 30 30
看護研究 1 30 30
統合看護演習 1 30 30

小計 5 150 0 0 0 0 60 90 0
在宅看護論実習 2 90 90
統合実習　 2 90 90
統合分野　臨地実習　小計 4 180 0 0 0 0 0 180

13 420 0 0 0 45 90 105 180
98 3,045 465 660 510 645 585 180

98単位内訳 (座学　75科目75単位、臨地実習　12実習23単位)

1年次41単位：内訳(座学 40科目40単位、臨地実習　1実習1単位)
2年次38単位：内訳(座学 30科目30単位、臨地実習　4実習8単位)
3年次19単位：内訳(座学   5科目 5単位、臨地実習　7実習14単位)
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2期生　　学科進度表

総計 各学年総時間数 1,125 1,155 765
総計

専
門
分
野
Ⅱ

成人
看護学

老年
看護学

小児
看護学

母性
看護学

精神
看護学

臨地実習

専門分野Ⅱ　小計

統
合
分
野

在宅
看護論

看護の
統合と
    実践

臨地実習

統合分野　小計

専
門
分
野
Ⅰ

基礎
看護学

臨地実習

専門分野Ⅰ　小計

専
門
基
礎
分
野

人体の
構造と
     機能

疾病の
成り立ちと
回復の
    促進

健康支援
と社会保
障制度

専門基礎分野　小計

3年次

基
礎
分
野

科学的
思考の
　　　基盤

人間と生
活・社会
の理解

基礎分野　小計

教育課程 授業科目
単
位
数

時
間
数

教員名
1年次 2年次



前期 後期 前期 後期 前期 後期
看護物理学 1 15 15
統計学 1 30 30
情報科学 1 30 30
生命倫理学 1 30 30
教育学 1 15 15
医療英語Ⅰ 1 30 30
医療英語Ⅱ 1 30 30
社会学 1 15 15
人間関係論 1 30 30
論理学 1 30 30
心理学 1 30 30
死生学 1 30 30
保健体育 1 30 30

13 345 0 105 180 0 30 30 0
解剖生理学Ⅰ　人体構造・生理学・栄養と吸収・呼吸と血液 1 30 30
解剖生理学Ⅱ　血液と循環の調整・体液調整・内臓機能の調整 1 30 30
解剖生理学Ⅲ　体の支持と運動・外部環境からの防御・生殖・発生と成長・老化の仕組み 1 30 30
解剖生理学Ⅳ　神経系・感覚器・体表から見た人体構造 1 30 30
生化学 1 15 15
栄養学 1 15 15
薬理学 1 30 30
病理学 1 30 30
微生物学 1 30 30
病態生理学Ⅰ　概論・皮膚・免疫 1 30 30
病態生理学Ⅱ　体液・血液 1 30 30
病態生理学Ⅲ　循環・呼吸 1 30 30
病態生理学Ⅳ　消化器・腎・泌尿器 1 30 30
病態生理学Ⅴ　内分泌・代謝・生殖器 1 30 30
病態生理学Ⅵ　脳・神経・筋・感覚器 1 30 30
リハビリテーション論 1 30 30
総合医療論 1 15 15
医療経済論 1 15 15
看護関連法令 1 15 15
社会保障 1 15 15
公衆衛生学 1 30 30

21 540 0 180 270 45 45 0 0
看護学概論 1 30 30
看護理論 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅰ　対人関係成立の技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅱ　療養環境に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅲ　安楽・活動と休息に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅳ　清潔・栄養・排泄に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅴ　観察技術（フィジカルアセスメント） 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅵ　検査・与薬に関する技術 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅶ　看護過程 1 30 30
基礎看護学援助論演習 1 30 30
専門分野Ⅰ学内　　　　小計 10 300 0 150 120 30 0 0 0
基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45
基礎看護学実習Ⅱ 2 90 90
専門分野Ⅰ臨地実習　小計 3 135 0 45 0 0 90 0 0

13 435 0 195 120 30 90 0 0
成人看護学概論     　　看護の対象と目的 1 30 30
成人看護学援助論Ⅰ   生活行動に障害のある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅱ　周手術期にある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅲ　緩和ケアを必要とする患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅳ　生命の危機的状態にある患者の看護 1 30 30
成人看護学援助論Ⅴ　生涯にわたり健康コントロールを必要とする対象者の看護 1 30 30

小計 6 180 0 0 30 90 60 0 0
老年看護学概論   　　 看護の対象と目的 1 30 30
老年看護学援助論Ⅰ　老年期の日常生活援助 1 30 30
老年看護学援助論Ⅱ　老年期の健康障害時の看護 1 30 30
老年看護学援助論Ⅲ　老年期の健康障害時の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 30 60 15 0 0
小児看護学概論 　   　看護の対象と目的 1 30 30
小児看護学援助論Ⅰ　小児の療養環境と看護 1 30 30
小児看護学援助論Ⅱ　小児の主な疾患と看護 1 30 30
小児看護学援助論Ⅲ　疾患・障害を持つ小児と家族の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 30 60 15 0 0
母性看護学概論　　　  看護の対象と目的 1 30 30
母性看護学援助論Ⅰ　妊産褥婦・新生児の生理機能 1 30 30
母性看護学援助論Ⅱ　妊産褥婦の看護と周産期にあるハイリスクの看護 1 30 30
母性看護学援助論Ⅲ　妊産褥婦・新生児の援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 105 0 0 0 90 15 0 0
精神看護学概論　　    看護の対象と目的 1 15 15
精神看護学援助論Ⅰ　精神疾患の理解と治療 1 30 30
精神看護学援助論Ⅱ　精神看護の実際とその倫理 1 30 30
精神看護学援助論Ⅲ　精神障害のある患者の援助技術（看護過程他） 1 15 15

小計 4 90 0 0 15 60 15 0 0
成人看護学実習Ⅰ 2 90 90
成人看護学実習Ⅱ 2 90 90
成人看護学実習Ⅲ 2 90 90
老年看護学実習Ⅰ 2 90 90
老年看護学実習Ⅱ 2 90 90
小児看護学実習（保育園実習30時間含む） 2 90 90
母性看護学実習 2 90 90
精神看護学実習 2 90 90
専門分野Ⅱ臨地実習小計 16 720 0 0 0 0 270 450 0

38 1,305 0 0 90 360 390 450 0
在宅看護概論　　看護の対象と目的 1 30 30
在宅看護論Ⅰ　　在宅療養者関連する制度と展開 1 15 15
在宅看護論Ⅱ　　在宅における日常生活援助技術と実際 1 30 30
在宅看護論Ⅲ　　在宅援助技術（看護過程） 1 15 15

小計 4 90 0 0 45 30 15 0
医療安全論 1 30 30
看護管理 1 30 30
災害・国際看護学 1 30 30
看護研究 1 30 30
統合看護演習 1 30 30

小計 5 150 0 0 0 0 60 90 0
在宅看護論実習 2 90 90
統合実習　 2 90 90
統合分野　臨地実習　小計 4 180 0 0 0 0 0 180

13 420 0 0 0 45 90 105 180
98 3,045 480 675 480 645 585 180

98単位内訳 (座学　75科目75単位、臨地実習　12実習23単位)

1年次42単位：内訳(座学 41科目41単位、臨地実習　1実習1単位)
2年次37単位：内訳(座学 29科目29単位、臨地実習　4実習8単位)
3年次19単位：内訳(座学   5科目 5単位、臨地実習　7実習14単位)

3期生　　学科進度表

総計 各学年総時間数 1,155 1,125 765
総計

専
門
分
野
Ⅱ

成人
看護学

老年
看護学

小児
看護学

母性
看護学

精神
看護学

臨地実習

専門分野Ⅱ　小計

統
合
分
野

統合分野　小計

専
門
分
野
Ⅰ

基礎
看護学

臨地実習

専門分野Ⅰ　小計

健康支援
と社会保
障制度

専門基礎分野　小計

在宅
看護論

看護の
統合と
    実践

臨地実習

7

3年次

基
礎
分
野

科学的
思考の
　　基盤

人間と生
活・社会
の理解

基礎分野　小計

教育課程 授業科目
単
位
数

時
間
数

教員名
1年次 2年次

専
門
基
礎
分
野

人体の
構造と
     機能

疾病の
成り立ちと
回復の
    促進
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Ⅳ 教育課程 概要 

 

1．教育課程とは 

学校の教育目的・目標を達成するために必要な教育内容を学習者の進度に合わせて組み立てた教育活動

の計画を教育課程という。その内容には「教科課程」と「教科外活動」がある。 

 

2．教科課程の構成 

 

 1)学科目の位置づけ 

 

〈基礎分野〉 

 基礎分野は、「科学的思考の基礎」「人間と生活・社会の理解」の学びが求められている。 

 この分野は入学直後から学修する科目が多く、看護を学修するのに関連する内容であるとともに、看護を

実践する者としての人間成長に必要な内容とした。特に看護の対象である人間理解と、サービス提供の基礎

となるコミュニケーション、健康理解のために自己の心身の活用方法に重点を置く内容とした。 

 「科学的思考の基盤」は、論理的に推考し、科学的思考を高め、完成を磨き、自由で主体的な判断と行動

を促す内容、及び国際化・情報化への対応しうる能力を養えるような内容を含め、本校の教育課程では「看

護物理学」「統計学」「情報科学」「生命倫理学」「教育学」「医療英語Ⅰ」「医療英語Ⅱ」の７科目を設定した。 

 「人間と生活・社会の理解」は、看護の実践には不可欠である人間を幅広く理解するための洞察力を養う

科目、及び人間の生活・社会を理解するための科目として、本校の教育課程では、「社会学」「人間関係論」

「論理学」「心理学」「死生学」「保健体育」の６科目を設定した。 

 

 

 

〈専門基礎科目〉 

 専門基礎分野は看護の対象である人間を生命体として捉え、その発生・構造・機能とその障害を学び、さ

らに社会の中で生きる人として捉えながら、人間理解と看護実践の基礎となる科目を設定した。またセルフ

ケア能力を高めるために必要な教育的役割や地域における社会資源活用や関係機関などとの連携・マネージ

メント能力の向上につながる内容とした。 

 「人間の構造と機能」は、対象となる人間の構造と働きや心身に影響を与える要因について理解し、看護

活動の中心となる知識を養う科目として、本校の教育課程では、「解剖生理学Ⅰ～Ⅳ」の４科目を設定した。 

 「疾病の成り立ちと回復促進」は、看護の対象である「患者」が疾病を持ち、治療を受ける存在と定義し、

その疾病とは何か、生活者としての患者に与える影響を学ぶ内容とし、本校の教育課程では「生化学」「栄養

学」「薬理学」「病理学」「微生物学」「病態生理学Ⅰ～Ⅵ」の１１科目を設定した。 

 「健康支援と社会保障制度」は、看護活動を行う上で、社会との契約でもある法的根拠を学び、看護活動

と社会資源などの連携を学ぶ内容とした。また疾病の危機的状態だけでなく、健康支援としての回復支援者

としての看護能力を養える内容とし、本校の教育課程では、「リハビリテーション論」「総合医療論」「医療経

済論」「看護関連法令」「社会保障」 

「公衆衛生学」の６科目を設定した。 
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〈専門分野Ⅰ〉 

 基礎看護学は、基礎分野、専門基礎分野を学んだ上で、専門分野である各領域に共通する看護の基礎的知

識・技術・態度を学ぶものとして、看護の概念、サービスの本質を学び、人間を統合体として捉え、生活者

として理解する。そして、科学的、論理的な思考を持って根拠に基づく看護援助について学ぶ。また看護に

携わる専門職業人としての自覚や、専門領域の基礎を修得することをねらいとして位置づけた。 

 また、専門分野Ⅰである基礎看護学は、専門分野Ⅱや統合分野の土台であり、各看護学の基礎となる内容

とした。「看護学概論」「看護理論」で看護を構成する概念および看護理論から捉える看護の役割を学ぶ。さ

らに、看護実践の基礎となる「基礎看護援助論Ⅰ～Ⅶ」において基礎的知識・技術・態度を修得する。特に

「基礎看護援助論」は、対象の生活を整えるのに必要な技術として教授し、専門分野Ⅱ、統合分野の学修が

効果的に進むように設定した。臨地実習は、観察・コミュニケーションの基本技術を用いて、日常生活行動

の援助技術を学び、看護過程の展開を２年次に行う。 

 当校における特色として、「基礎看護学援助論演習」を専門分野Ⅰに設定した。「基礎看護学援助論演習」

においては、看護技術のエビデンスに基づき、基礎的知識・技術・態度を統合し、援助を実践するための基

礎的能力を修得する。 
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〈専門分野Ⅱ〉 

 専門分野Ⅱでは、基礎分野、専門基礎分野および各看護学に共通する看護の基礎となる「基礎看護学」の

学修と関連させながら、対象に応じた健康生活を支えるために必要な基礎から応用までの援助の理論と実践

能力を修得し、人々の健康の維持・増進、疾病の予防・回復、安寧な死への援助等、様々な段階における看

護実践能力を養う。 

 専門分野Ⅱは、「成人看護学」「老年看護学」「小児看護学」「精神看護学」「看護学実習」で成り立ち、専門

職として必要な知識・技術・態度が修得できるようにする。 

 

(1)成人看護学 

成人看護学は、ライフスタイルにおける幅広い年齢層が対象である。社会的に重要な役割を担っている。

この時期の健康障害は、ライフスタイルや職業など、本人のみならず、周囲に与える影響や負担も必然的

に大きくなる。 

成人期の特徴を身体的・精神的・社会的な側面から統合的に理解し、健康段階のレベルに応じた看護実

践の特徴を理解することをねらいとし、基礎的知識・技術・態度を修得することを目的とした。 

本校では、「成人看護学概論」「成人看護学援助論Ⅰ～Ⅴ」の６科目を設定した。 

 

(2)老年看護学 

高齢社会における看護のニーズに対し、対象の尊厳を守り老年期特有の問題について理解し、より良い

生活の継続を目指すことを目的とした。老年期では、その対象の今までの生活スタイルや今後の社会生活

での目標を重視し、出来る限り対象自身で生活を維持できるように援助していくための基礎的知識・技術・

態度を修得することを目的とした。 

本校では、「老年看護学概論」「老年看護学援助論Ⅰ～Ⅲ」の４科目を設定した。 

 

(3)小児看護学 

少子化が進む我が国において、こどもたちの健康、健やかな成長発達は大きな課題である。小児期は人

間について成長するための出発点であり、この時期の過ごし方が、その後の健康生活に大きな影響を与え

る。小児看護学は、このようなライフステージにある小児の健康の保持増進、健康の回復を促すとともに、

すべての小児が、健全な成長・発達を遂げられるために必要な基礎的知識・技術・態度を修得することも

目的とした。 

本校では、「小児看護概論」「小児看護学援助論Ⅰ～Ⅲ」の４科目を設定した。 

 

(4)母性看護学 

各領域にまたがる人の一生の中で生殖に注目した様々な活動を対象とする。リプロダクションの意義を

理解し、女性のライフスタイルに応じた看護を学ぶことを目的とした。特徴的な妊娠・出産・産褥・新生

児の看護を通し、生命の尊厳や親子・家族の機能への認識を深めることをねらいとした。 

本校では、「母性看護学概論」「母性看護学援助論Ⅰ～Ⅲ」の４科目を設定した。 

 

(5)精神看護学 

精神看護学の対象は、全てのライフスタイルにある人々である。精神の健康を害した対象の持つ回復能

力を理解し、自立への看護を学ぶことを目的とした。また、精神障害において治療における影響は大きい。

薬物や治療環境など身体・精神に与える影響を理解し、対象の社会復帰を促すために必要な基礎的知識・

技術・態度を修得することを目的とした。 

本校では、「精神看護学概論」「精神看護学援助論Ⅰ～Ⅲ」の４科目を設定した。 
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〈統合分野〉 

(1)在宅看護論 

地域で暮らすあらゆる健康レベルの人々の生活を支える看護を実践するために必要な基礎的知識・技

術・態度を修得することを目的とした。在宅における日常生活援助の実際、地域包括ケアの機能と専門職

種の連携及び社会資源の活用について学び、療養者とその家族の QOL の向上を考慮した看護援助の理解を

学修する。 

 

(2)看護の統合と実践 

「看護の統合と実践」では、組織における看護師のマネージメント能力の重要性と実際について理解す

るとともに、災害時や国際社会の場における看護の役割の可能性について学修を充実させ、適切な判断・

対応能力を強化する科目として、「医療安全論」「看護管理」「災害・国際看護学」を設定した。 

「医療安全論」では、人は間違いをおかす存在であることを自覚した上でエラーを防止するために、看

護業務や行為の視点から『してはならないこと』『すべきこと』を明確にし、患者の安全を守るために必要

不可欠な知識・技術を修得する。 

「看護管理」では、保健医療施設における組織的な看護サービス・管理の本質を学び、管理的思考や医

療機関を取り巻く環境の変化と看護管理への影響を理解する。 

 「災害・国際看護学」では、地域を守るための防災対策や看護について学び、看護師としての役割につ

いて理解する。 

 「看護研究」では、研究のための看護の実践ではなく、看護実践の質の向上のために研究が存在し、研

究的思考を持って看護を実践することにより、対象への質の高い看護実践が提供できるよう位置づけた。 

 「統合看護演習」では、これまで学んだ知識・技術・態度を統合し、複雑化する看護の現場に対応でき

るための準備段階として、実践の場をイメージでき、看護学実習に即した方法を用いて援助を行い、対象

の状況に応じた判断による基礎的な実践能力を修得する。 

看護学実習は、各看護学での実習を踏まえ、３年間の総まとめの位置づけとし、看護専門職としての活

動を遂行するために備えておくべき看護実践能力を修得する科目として、総合実習を設定し、看護学の学

修の総まとめとする。 
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 2)学科目一覧 

 

  

単位 時間数

人
体
の
構
造
と
機
能

専
門
基
礎
分
野

解剖生理学Ⅲ
(体の支持と運動・外部環

境からの防御・生殖・発生

と成長・老化の仕組み)

解剖生理学Ⅳ
(神経系・感覚器・体表

から見た人体構造)

　解剖学と生理学は、医学の体系のなかでも基礎中の基礎となる領域であり、解剖学によって人体の形
態と構造、生理学によって役割と機能について習得する。

　・人体と細胞、生命維持システム、運動・調節システムについて学ぶ。

　・栄養の消化と吸収について学ぶ。

　・呼吸と血液のはたらきについて学ぶ。

30

151

保健体育

生命倫理学30

教育学15

30 医療英語Ⅱ

医療英語Ⅰ

30

人間関係論

1

301

　人間の心理や行動の基礎にある原理を理解し、自己自身を良く理解する方法を学ぶ。患者や家族の
心理を理解するために、こころの動き、行動、性格、情緒など、人間の心理や行動の基礎にある原理を
学ぶ。

 　社会的な背景や伝統の影響を踏まえ、生と死２面性を明確に意識し、社会の広がりと自己の内面とを
考慮し、死生観を育む。また死を迎える人と取り巻く人々に対する考え方を学ぶ。

　事実事象を論理的･科学的に把握・分析し、客観的に表現するための手段として保健統計学の基礎
的手法や標準的手法等を理解する。看護研究に統計学が有用であることを理解し、活用法を学ぶ。

　情報の整理、情報の利用について正しく理解し、インフォームドコンセントや情報開示などの患者の自
己決定の支援や患者の尊厳を守るという立場から、医療の進歩と同時に情報科学の進歩も医療を支え
ている事を理解する。情報を取り扱うものとしてのモラルについて学ぶ。

　医療や生命科学に関する倫理的、哲学的、社会的諸問題を知り、生命倫理について理解する。

　望ましい人間形成のあり方、人間の可能性に向けての教育の意義を理解し、看護における教育活動に
応用するための方法を理解する。

領域 区分 授業科目の名称 学習のねらい

看護物理学151

科
学
的
思
考
の
基
盤

　基礎的な医療･看護用具を使って、臨床場面で簡単な会話を行い、コミュニケーション能力を高める。
英語で書かれた医療･看護に関する文献を読解するための基礎を学ぶ。

　安全で適切な看護行為を実施するために、バイオメカニクスである人体の運動力学や医療機器の作動
原理を学ぶ。

301 情報科学

1 統計学30

1

301

1

1

1

30

社会学

301

15

心理学

論理学

死生学

　健康の保持増進や疾病の予防を図り、生きがいのある生活を送るための運動・スポーツの有能性を知
り、運動･スポーツを理解する。心身の健康を保持するための具体的な運動を体験し体力の向上を目指
す。

基
礎
分
野

解剖生理学Ⅰ
(人体構造・生理学・

栄養と吸収・呼吸と血液)

301

1

301

1

1

　・体表からみた人体の構造について学ぶ。

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

30
解剖生理学Ⅱ

(血液と循環の調整・体液

調整・内臓機能の調整)

　・血液と循環とその調整について学ぶ。

　・体液の調整と尿の再生について学ぶ。

　・内臓機能の調整について学ぶ。

　解剖学と生理学は、医学の体系のなかでも基礎中の基礎となる領域であり、解剖学によって人体の形
態と構造、生理学によって役割と機能について習得する。

151 栄養学

生化学

1 　・からだの支持と運動について学ぶ。

　・外部環境からの防御について学ぶ。

　･生殖･発生と成長と老化の仕組みについて学ぶ

　解剖学と生理学は、医学の体系のなかでも基礎中の基礎となる領域であり、解剖学によって人体の形
態と構造、生理学によって役割と機能について習得する。

30

301 薬理学

　コミュニケーションに必要な基礎的な文法項目を知り、医療・看護場面における日常英会話の基礎を理
解する。英会話を通して、外国の人々に積極的に関わろうとする態度を身に付ける。

　基礎分野における生命現象の科学の学修を基に、生命活動を支える細胞や生体物質の構造および
生理機能と食物として外界から取り込んだ物質の利用、すなわち代謝とその調節について学ぶ。

　人間にとっての栄養の意義と食生活のあり方に基づき、食事療法の基礎的知識を習得する。

　現代医療においては治療の目的で多種の医薬品が、様々な方法によって患者に投与されている。医
療における薬物治療の占める割合は非常に大きく、直接的に患者に関わる看護師は薬理作用や体内
動態、副作用や毒性、薬物漏出の危険性などの知識を習得する必要がある。薬剤に関する知識を理解
し、服薬・注射・点滴等による与薬や副作用・アレルギー等の観察など、看護師が実施する看護技術の
基本について理解する。

　解剖学と生理学は、医学の体系のなかでも基礎中の基礎となる領域であり、解剖学によって人体の形
態と構造、生理学によって役割と機能について習得する。

　・情報の受容と処理について学ぶ。

　社会的存在としての人間を理解する。具体的には自己を取り巻く地域・社会・文化がどのように変化
し、また我々の生活にいかなる影響を及ぼしているのかを理解する。

　保健医療における連携･協働の意義を理解し、保健・医療・福祉において人間関係が大きく影響するこ
とを理解する。人はそれぞれ価値観を有する存在であることを理解し、コミュニケーション技術や自己の
人間形成が人間関係に不可欠であることを学ぶ。

　論理学の研究対象は「推論」である。自分で正しい推論を組み立てられるようになることを目指し、「自
然演緯」と呼ばれる推論を行うためのシステムの使い方を習得する。
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専
門
基
礎
分
野

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

　身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候と
いった病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。

　人間が人間としての権利を回復する活動としてのリハビリテーションの概念と意義を学び、リハビリテー
ションの方法を理解する。

　医学・医療の歴史および医療の現状と課題を学ぶことで、医療・看護の原点はどこにあるか、生命とは
何か、健康とは、病気とはなど幅広い視点から保健・医療・福祉を理解する。

　社会における医療の役割、問題点とその背景を医療経済の視点から考察する。

　看護師に必要な保健・医療・福祉に関する諸制度とその関係法規について学び、看護の役割及び与
えられた責務を正しく遂行するために、看護業務に関する法律を理解できる。

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

　対象を理解しより良いケアを行うためには、病理学の知識をもつ必要がある。人体の構造と機能におい
て正常から逸脱する場合の様々な症状・徴候のメカニズムに共通する現象を理解する。主な症状・徴候
のメカニズムを理解する。

　身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候と
いった病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。

　環境には、様々な微生物が存在するが、その中で病原微生物を中心に構造、機能、観察方法、増殖
感染、治療薬、免疫、滅菌消毒方法を学ぶことで、感染症の現状や院内感染予防等に対する専門的知
識を習得する。

２．感染予防の基本的知識及び、感染予防を推進する技術を習得する。
１．人間にとっての環境の意味を理解し、健康的な生活環境を整えるための知識と援助を習得する。

基礎看護学援助論Ⅱ
（療養環境に関する技術）

30

看護理論301

　理論とは、諸現象間の関係について記述し、説明し、予測するために体系づけられた見解である。理
論は、現実世界を代表する言葉や象徴から校正される。看護理論には、看護を構成する人間、環境（社
会）、健康、看護の概念が含まれており、それらの概念を、看護実践の基礎的な考え方として理解した
上で、看護理論を通して看護を研究的視点で実践することの必要性を理解する。

基礎看護学援助論Ⅰ
（対人関係成立の技術）

301

1

２．ヘルスケアの指導の基礎を学び、看護における教育・指導について理解する。

看護学概論301
　看護の歴史を概観するとともに 「人間」「環境」「健康」「看護」の概念を元に看護の対象である人間理
解、健康の概念、看護とは何かを学ぶ。さらに看護観を培うことの意義を学習する。

公衆衛生学301

１．人間関係成立・発展のための技術を学び、患者及び家族－看護師関係について理解する。

1

151 看護関連法令

医療経済論1 15

　社会保障制度・社会福祉制度は、医療福祉の総合的サービスの供給体制における連携が重要であ
る。保健・医療・福祉チームの一員として対象の生活へのトータルケアマネジメントの視点を持ち、その役
割と機能を学ぶ。

　公衆衛生の概念と歴史を学び、生活者の健康保持・増進のための公衆衛生活動を理解する。
　保健行政活動や疾病の疫学と予防をについて理解する。

　・脳・神経・筋に関する疾患の病態と治療について学ぶ。

　・感覚器に関する疾患の病態と治療について学ぶ。

総合医療論15

社会保障15

301

30

病態生理学Ⅳ
（消化器・腎・泌尿器）

1

病態生理学Ⅵ
（脳・神経・筋・感覚器）

30

リハビリテーション論301

1

病態生理学Ⅲ
（循環・呼吸）

　身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候と
いった病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。

　身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候と
いった病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。

301

病態生理学Ⅴ
（内分泌・代謝・生殖器）

301
　・内分泌に関する疾患と治療について学ぶ。

　・代謝・生殖器に関する疾患の病態と治療ついて学ぶ。

1
　・循環器に関する疾患の病態と治療について学ぶ。

　・呼吸器に関する疾患の病態と治療について学ぶ。

　・消化器に関する疾患の病態と治療について学ぶ。
　・泌尿器に関する疾患の病態と治療について学ぶ。

　・体液に関する病態と治療について学ぶ。

　・血液に関する疾患の病態と治療について学ぶ。

病態生理学Ⅰ
（概論・皮膚・免疫・体温）

　身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候と
いった病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。

　身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候と
いった病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。病態生理学Ⅱ

(体液・血液）

301 　・病態生理の基礎知識を学ぶ。

　・皮膚･体温調節に関する疾患と治療について学ぶ。

　・免疫に関する疾患と治療について学ぶ。

微生物学301

病理学301

人
体
の
構
造
と
機
能

専
門
基
礎
分
野

基
礎
看
護
学

専
門
分
野
Ⅰ
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援助方法を選択し実施できる。

基
礎
看
護
学

専
門
分
野
Ⅰ

　１．事例を基に健康障害をもつ健康問題を理解する。

　２．事例を基に健康障害をもつ老年者の看護過程を展開する基礎的能力を養う。

　１．成人期における対象の特性を理解する。

30

基礎看護学実習Ⅰ

　１．老年者に特有な健康障害を理解する。

　４．老年看護の役割と機能、看護活動の場を理解する。

　１．老年者を取り巻く社会の動向を理解する。

　１．老年者の日常生活上における援助ニーズを理解する。

成人看護学援助論Ⅲ
（緩和ケアを必要とする

患者の看護）

成人看護学援助論Ⅳ
（生命の危機的状態にある

患者の看護）
　３．救急時の基本的技術を習得する。

　１．緩和ケアにおける全人的な痛みを理解し、その援助法を学ぶ。

老年看護学概論
（看護の対象と目的）

　２．老年者の特性をふまえた援助方法を理解する。

　２．生活習慣やライフサイクルと健康問題との関連を理解する。

　１．手術に伴う身体侵襲を理解する。

　１．生命危機状態にある対象の身体的特徴を理解する。

　１．疾病をコントロールしながら生活する対象を理解する。

　４．クリティカルな場における看護の役割を理解する。

　看護を行う上での思考過程として概要を学び、看護の対象者がもつ問題を明確にして解決していく過
程を習得する。

　人々の生活を環境と健康の関係から理解し、看護を実践していく基盤を形成する。つまり実習での体
験を意味づけ、看護を学ぶ動機づけをする。
　看護過程という看護の専門技術を使って看護を体験し、科学的な看護の意義を理解し、各看護学へと
発展させていく基盤とする。

　２．老年者の身体的、心理的、社会的特徴を理解する。

　３．高齢社会における保健医療福祉制度や施策を理解する。

1 ２．人間の活動（運動）・休息の意義を理解し、健康生活を送るための援助ができ、安楽な体位の援助が
できる。

３．医療安全の基本的知識について理解し、防止法について学び習得できる。

基礎看護学援助論Ⅲ
（安楽・活動と休息

に関する技術）

１．ボディメカニクスの基本原理を理解し、安全・安楽な体位で効果的・効率的にケアできる基本的な方
法を学ぶことが出来る。

　一般状態の観察・生命兆候としてフィジカルアセスメントの基礎知識・技術を習得する。

301
２．栄養と食事のニーズ・排泄のニーズを充足するための基礎的知識と援助方法を理解し、習得

する。

基礎看護学援助論Ⅳ
（清潔・栄養・排泄に

関する技術）

1.清潔保持に関する生理的メカニズムを理解し、対象の清潔援助時のアセスメントを行い適切な

成人看護学概論
（看護の対象と目的）

301

301
基礎看護学援助論Ⅴ

（観察技術

（ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ））

基礎看護学実習Ⅱ

45

1
２．皮膚創傷を管理する知識を理解し、創傷を管理する援助ができる。

３．検査・治療の意義及び、看護師の役割を理解できる。

基礎看護学援助論Ⅵ
（検査・与薬

に関する技術）

１．与薬（薬物療法）における法的根拠・目的・用途・方法の基礎知識・技術を理解し、与薬を受ける患
者への安全かつ正確に行う援助技術を習得する。

301

902

301

30

　看護の対象とする対象の疾患、症状、治療･処置を関連付け、看護技術のエビデンスに基づき、基本
技術・援助技術を統合し、援助を実践するための基礎的能力を習得する。

　人々の生活を環境と健康の関係から理解し、看護を実践していく基盤を形成する。つまり実習での体
験を意味づけ、看護を学ぶ動機づけをする。入院している患者との出会い、対象を取り巻く環境や基本
的欲求を理解する。

301 基礎看護学援助論Ⅶ
（看護過程）

30

基礎看護学援助論演習301

成人看護学援助論Ⅱ
（周手術期にある

患者の看護）

1

　２．セルフケア能力再獲得に向けた援助を理解する。
成人看護学援助論Ⅰ

 （生活行動に障害のある

患者の看護）

　１．健康障害がもたらす役割変化と自己概念の受容を理解する。

　３．成人の学習の特徴を活用した健康行動促進のための看護アプローチを理解する。

　４．成人看護の役割を理解する。

　５．成人看護に有用な諸理論を理解する。

1 　２．死にゆく人の心理過程を理解する。

　３．緩和ケアにおける家族の悲嘆に伴う援助を理解する。

成人看護学援助論Ⅴ
（生涯にわたり健康コントロー

ルを必要とする対象者の看護）

1
　２．手術に伴うボディイメージの変化を理解する。

　３．機能の障害･喪失に対する援助を理解する。

　４．手術後の自己管理に関する援助を理解する。

　２．健康障害に応じた援助方法を理解する。

成
人
看
護
学

1 　２．成人の学習の特徴をふまえ、セルフマネジメントと自己効力感を高めるための援助を理解する。

301
　２．生命危機状態にある対象および家族の心理、社会的特徴を理解する。

30

30

1

老年看護学援助論Ⅱ
（老年期の健康障害時

の看護）

30

　３．老年者のＱＯＬ向上を目指した健康増進プログラムを理解する。

1

301 老年看護学援助論Ⅰ
（老年期の日常生活援助）

老年看護学援助論Ⅲ
（老年期の健康障害時の

援助技術・看護過程）

15

老
年
看
護
学

臨
地
実
習

専
門
分
野
Ⅱ
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専
門
分
野
Ⅱ

　慢性の経過をたどる患者への看護を通してセルフコントロールを促すための看護を学修する。患者が
疾患や障害を受容していく過程における患者理解と支援、健康障害を持ちながら生涯にわたり、疾患を
コントロールし、社会生活を送るための患者や家族への指導方法を学修する。

　手術を受ける患者の術前・術中・術後の看護を実践し、回復に向けての患者と家族への看護を患者と
家族への看護を学修する。

　周産期にある母子およびその家族の特性を理解し、母子の健康と親子関係の促進を目指した援助を
実践できる基礎的能力を習得する。その方法として、母性看護の対象の健康問題をアセスメントし、正常
過程にある母子をウェルネスの視点でとらえ、よりよい状態に向かうための看護を習得する。

　健康の急激な破綻状況にある対象あるいはターミナル期にあり、生命の危機状態にある対象と家族へ
の看護を学修する。

　子供の成長・発達を促すための看護を学修する。保育所や医療福祉施設で生活している子どもとの関
わりを通して、子どもの成長発達を観察し、看護の役割を学修する。さらに健康障害が子どもの発達に与
える影響を踏まえ、健康回復・健康保持増進への看護を学修する。健康障害をもつ母親・父親への理解
と支援について学修する。

2

母性看護学実習

　１．ロールプレイングを通して治療的人間関係の成立と発展過程を理解する。

　２．健康障害が小児と家族に及ぼす影響を理解する。

　３．事例を基に健康障害をもつ小児の看護過程を展開する基礎的能力を養う。

2

成人看護学実習Ⅰ90

成人看護学実習Ⅱ

　１．ノーマライゼーションと精神科リハビリテ-ションの現状を理解する。

精
神
看
護
学

301

1

1

151

30

　２．プロセスレコードの再構成、考察する必要性を理解する。

精神看護学援助論Ⅱ
（精神看護の実際とその倫理）

母性看護学援助論Ⅲ
妊産褥婦・新生児の援助技術

（看護過程）

1

小児看護学概論
（看護の対象と目的）

301
　２．小児のヘルスプロモーションと看護を理解する。

　３．小児を取り巻く社会状況と動向を理解する。

　１．小児の成長発達と発達課題を理解する。

小児看護学援助論Ⅰ
（小児の療養環境と看護）

1

301 　２．小児の成長発達・健康上の課題に応じた看護を理解する。

　１．小児に出現しやすい健康障害および診断･治療に関する基礎的知識を理解する。

　１．小児の成長発達･健康問題に応じた看護を理解する。

1

母性看護学援助論Ⅰ
（妊産褥婦・新生児の

生理機能）

30

母性看護学概論
（看護の対象と目的）

301

30

　女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看護の基礎的な知識と技術を習得し、次世
代の健全育成を目指す看護について理解する。

1

1

小
児
看
護
学

小児看護学援助論Ⅱ
（小児の主な疾患と看護）

30 　２．小児看護に必要な看護技術を習得する。

　１．健康障害や療育環境が小児と家族に及ぼす影響について理解する。

15
小児看護学援助論Ⅲ

疾病・障害を持つ小児と家族の

援助技術（看護過程）

15

　３．事例を基にこころの健康障害をもつ対象の看護過程を展開する基礎的能力を養う。

　１．主な精神障害とその症状を理解する。

母性看護学援助論Ⅱ
（妊産褥婦の看護と周産期

にあるハイリスクの看護）

精神看護学援助論Ⅲ
（精神障害のある患者の援助技

術・看護過程）

　２．こころの健康障害を持つ対象の社会復帰や自立に向けた援助をを理解する。

　２．こころの健康障害を持つ対象の苦悩と援助を理解する。

精神看護学概論
（看護の対象と目的）

精神看護学援助論Ⅰ
（精神疾患の理解と治療）

　妊産婦のマタニティサイクル各期における身体的・心理的・社会的特徴及び、新生児の身体的・心理
的・社会的特徴を理解する。

　褥婦・新生児の看護、周産期にある対象が順調に経過をたどるための看護師の役割・援助方法につい
て基礎知識を学び、異常の早期発見・健康回復のための援助を理解する。また、正常経過にある母子を
ウェルネスの視点で捉え、よりよい状態に向かえるよう知識を活用する。

　事例の展開を通して、対象を統合された存在として理解し、健康レベルに応じて科学的根拠に基づい
た援助ができる基礎的能力を養う。

　２．社会の価値規範やしくみが心の健康に及ぼす影響を理解する。

　１．ライフサイクルにおけるこころの健康問題を理解する。

　３．精神保健医療の現状をとらえ、精神看護の役割と機能を理解する。
15

　３．こころの健康障害のある対象の権利擁護の現状と課題を理解する。

90

2 老年看護学実習Ⅰ

　老年期の特徴を理解し、健康レベルに応じた看護を学修する。健康障害や治療のため自立した生活
を送ることが困難である高齢者を対象とし、セルフケア能力を高めることを目的とした残存機能を踏まえた
看護を学修する。

90

成人看護学実習Ⅲ90

　老年期の特徴を理解し、健康レベルに応じた看護を学修する。
 自立した高齢者を対象として、健康を維持してその人らしく生活していくための看護を学修する。

老年看護学実習Ⅱ

精神看護学実習

90

臨
地
実
習

2

902

902

2

2

母
性
看
護
学

小児看護学実習（保育所

実習30時間を含む）

　こころの健康障害をもつあらゆる発達段階の人を対象として、こころの状態をコントロールしながら生活
するための看護を学修する。

90

母
性
看
護
学
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統合看護演習

　１．地域を守るための防災対策や救護・看護について学び、看護師としての役割を理解する。

　１．研究の意義と方法を理解する。

　２．看護活動と研究の関連について理解し、看護研究の基礎を学ぶ。

医療安全論

在宅看護過程の特徴を学び、在宅看護を展開する。一連の過程である情報収集、アセスメント、実践、
計画を学ぶ。また、事例を通して対象別の在宅看護過程の展開方法を学ぶ。

　在宅介護の歴史や社会的背景を踏まえ、地域で生活しながら療養する人々及び障害を持ちながら生
活する人々と、その家族の特性を理解し、在宅における看護活動に必要な基礎的知識・技術・態度を学
習する。

　在宅ケアシステムにおける看護の役割と在宅看護における多職種との連携・協働の在り方、展開にお
ける各制度を学習する。在

宅
看
護
論

301
在宅看護概論

（看護の対象と目的）

1

301 看護管理

在宅看護援助論Ⅰ
（在宅療養者に関連する

制度と展開）

151

1

　２．災害や世界の保健医療の現状を知り、国際救援活動と国際看護活動における看護の必要性と役
割について理解する。

　これまでに学んだ知識・技術を統合し、看護学実習に即した方法を用いて援助を行い、対象の状況に
応じた判断による基礎的な実践能力を養う。

　あらゆる発達段階にあり、性別、領域を問わないものとし、在宅で療養する対象とその家族への看護を
学修する。訪問看護活動や地域における保健活動を知ることにより、地域社会で充実ある生活ができる
ための基礎的な看護実践能力を養う。

　今まで学んだ知識・技術・態度をもとに看護実践能力を高めることを目指す。複数の患者を複数の学生
で受け持ち、看護上の問題の優先性を考えたうえでの看護体験する。看護管理の実際を知ることによ
り、看護チーム及び医療チームにおける看護師の役割を学修する。

30

　保健医療施設などにおける組織的看護サービス・管理の本質を学び、管理的思考や医療機関を取り
巻く環境の変化と看護管理への影響について理解する。

30

在宅看護援助論Ⅲ
（在宅援助技術・看護過程）

15

在宅看護援助論Ⅱ
（在宅における日常生活

援助技術と実際）

30
　在宅療養者の日常生活を総合的に情報収集し、個々に応じた援助を見極めるためのアセスメントを行
い、求められる基本看護技術・特殊な看護技術を学習する。

1

看
護
の
統
合
と
実
践

看護研究

　人間は間違いをおかす存在であることを自覚したうえでエラーを防止するために、看護業務や行為の
視点から「してはならないこと」「するべきこと」を明確にし、患者の安全を守るために必要不可欠な知識・
技術を習得する。

1

1 災害・国際看護学30

2

統
合
分
野

臨
地
実
習

在宅看護論実習902

30

1

統合実習90
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基礎分野 看護物理学 １単位 15時間 １学年後期 講師名 山本 峻三 

授業目標 

 安全で適切な看護行為を実施するために、力のつり合いや熱の移動など物理学の基礎知識を得ると 

ともに、それが看護の現場でどのように生かされているかを学ぶ。 

授   業   計   画 

１ 

力学の基礎 

（移動動作や体位変換に必要な力学） 

２ 物体の安定・不安定、力のつり合いの応用 

３ 力学の人体への適用 

４ 熱と物質（熱と温度） 

５ 熱の移動と体温調節の仕組み 

６ 圧力の基礎知識と血圧測定の原理 

７ 

溶液の濃度と浸透圧の基礎知識 

（医療処置に必要な浸透圧の知識） 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 

講義終了後の試験 70％  

レポート及び小テスト 30％ 

テキ 

スﾄ 

完全版 ベッドサイドを科学する 看護に生かす物理学  

著：平田雅子 学研メディカル秀潤社 ISBN: 978-4-05-153022-8 

参考

図書 

 

学生へ 

メッセージ 
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基礎分野 統計学 １単位 30時間 １学年後期 講師名 中元 宣孝 

授業目標 

 

事実事象を論理的・科学的に把握・分析し、客観的に表現するための手段として保健統計学の基礎的手法や標準

的手法等を理解する。看護研究に統計学が有用であることを理解し、活用法を学ぶ。 

 

授   業   計   画 

１ 

保健統計の必要性とその基礎 

１）統計学の定義と有用性   ２）統計学におけるものの考え方 

 

２ 
統計データのまとめ方 

１）データの入力方法  ２）度数分布表    

３）図示法         ４）集団をあらわす代表的数値 

 

３ 

４ 確率分布と推定 

１）確率               ２）正規分布 

３）正規分布以外の確率分布  ４）推定 

５ 

６ 

７ 統計学的検定 

  １）帰無仮説 

  ２）代表的な検定 

  ３）カイ 2 乗検定 

  ４）ノンパラメトリックな検定 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 回帰と関連 

１４ 疫学 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験の結果を１００％とする。 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 基礎分野 統計学  

 著：高木晴良 医学書院 ISBN:978-4-260-02189-0 

参考

図書 
 医療・看護のためのやさしい統計学「基礎編」 

 著：山田覚 東京図書株式会社 ISBN：978-489-00632-6 

学生へ

メッセージ 

数式に数値を代入し計算します。計算結果から考察を行います。計算には慣れておきましょう。 

講義には電卓を持ってきてください。 
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基礎分野 情報科学 １単位 30時間 １学年後期 講師名 小池 大介 

授業目標 

 情報社会を生き抜くためのルールやマナー、セキュリティの知識を身に付けるとともに，パソコンの実習

を通して，インターネットを利用した情報収集，文書作成，表計算，プレゼンテーションの代表的なアプリ

ケーション（Ward，Excel，PowerPoint）の基本操作の習得を目指す。 

授   業   計   画 

１ 
情報化社会のモラルとセキュリティ 

個人情報の適切な取扱い 

２ 
デジタル時代の著作権 

ネット社会に潜む危険と対策 

３ 
メール・Web によるコミュニケーション 

モバイル機器の活用と管理 

４ 
基本的な文書の作成 

図や票の挿入 

５ 
文書の印刷 

表現力をアップする機能 

６ 文書作成の演習 

７ 
データの入力 

表の作成 

８ 表の編集・印刷 

９ 
グラフの作成 

データベースの操作 

１０ 複数シートの操作 

１１ 表計算の演習 

１２ 
プレゼンテーションの作成 

オブジェクトの挿入 

 

１３ 

プレゼンテーションの構成と変更 

特殊効果の設定 

プレゼンテーションの印刷 

１４ 
プレゼンテーションの流れ 

プレゼンテーションの演習 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
授業中の課題などと終講試験により評価する。 

テキ 

スﾄ 
情報リテラシー入門編 情報モラル＆情報セキュリティ FOM出版 ISBN:978-4-86510-072-3 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 
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基礎分野 生命倫理学 １単位 30時間 ２学年後期 講師名 

稲村 秀一 

青山 興司 

石本 傳江 

授業目標 

 医療や生命科学に関する倫理的、哲学的、社会的諸問題を知り、生命倫理について理解する。 

授   業   計   画 担当教員 

１ １「生」と「死」の意味について  

 

 

 

 

 

 

稲村 

２ 
２「いのち」の倫理 

 ① 「倫理」の語義 

 ② 生命倫理学の基礎としての人間学 ３ 

４ ３ 西洋思想における人間学と倫理思想 

 ①ヘレニズムの人間学と倫理思想 

 ②ヘブライズムの人間学と倫理思想 

５ 

６ 

７ 

８ ４ 現代の実存的人間学と倫理思想 

９ ５ 対話的人間観と日本人の死生観 

１０ 

医療・生命倫理学の基本原則 

① 自律尊重原則  ② 善行原則 

③ 無危害原則   ④ 正義原則 

 

 

 

 

青山 

１１ 

先端医療をめぐる倫理問題 

① 脳死 

② 臓器移植  

１２ 

１ 患者の権利 

２ 出生に関する倫理的課題 

①人工妊娠中絶 生きる      

②生殖補助技術の課題  

③新生児医療における課題  

 

 

 

 

 

 

石本 

１３ 

３ 終末期ケアに関する看護的倫理課題 

①ターミナルケアにおける課題 

②安楽死・尊厳死をめぐる課題 

１４ ４ ディベート：いのちの選択 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

【青山】 終講試験 15% 

【石本】 終講試験、レポート 25％ 

【稲村】 終講試験 60% 

テキ 

スﾄ 

編：小西恵美子 看護倫理 : よい看護･よい看護師への道しるべ  改訂第２版 

南江堂 ISBN:978-4-524-24748-6 2014 【石本】 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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基礎分野 教育学 １単位 15時間 １学年後期 講師名 福田 昌准 

授業目標 

望ましい人間形成のあり方、人間の可能性に向けての教育の意義を理解し、看護における教育活動に応用す

るための方法を理解する。  

授   業   計   画 

  

 １ 

教育学の概要 

社会の中の看護と教育 

教育とは何か－「教育」の概念 

 

２ 

教育の対象－子ども観と発達 

社会変動と教育 

教育の組織化－学校 

 

３ 

 

教授－人を教えるということ 

訓育－他者とのかかわりを導く 

養護－教育の受け手を見まもる 

発達－教育受けて成長する 

 

４ 

学びの場－学校と家庭 

教育の目標と評価 

問題演習（１） 

 

５ 

教育のメディア－教育をデザインする 

教育の担い手－専門性と専門職性 

教育の場をつくるしくみ 

６ 
キャリア教育(専門教育) 

ジェンダーとセクシュアリティ 

  

 ７ 

特別ニーズ教育・インクルーシヴ教育 

生涯学習 

シティズンシップ教育 

問題演習（２） 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 100％で評価する。 

テキ 

スﾄ 

系統看護講座 基礎分野 教育学 編集：木村元 医学書院  

ISBN:978-4-260-02003-9 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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基礎分野 医療英語Ⅰ １単位 30時間 １学年前期 講師名 Andrew Caldwell 

授業目標 

基礎的な医療・看護用語を使って臨床場面で簡単な会話を行い、コミュニケーション能力を高める。 

英語で書かれた医療看護に関する文献を読解する基礎を学ぶ。 

授   業   計   画 

１ Course Orientation and Introductions 

２ Hospital Departments  

３ Healthcare workers and patients 

４ Medical supplies and equipment 

５ Medication and medical equipment  

６ External and Internal body parts 

７ Illness and Conditions 1 

８ Illness and Conditions 2 

９ Children's and Women's illnesses 

１０ Injuries and Emergencies  

１１ Taking a patient's history 

１２ Giving instructions and making requests 

１３ Common medical questions 

１４ Daily medical routines  

１５  Final Test 

評価

方法 

Example１) Final Test 100% 

Example２) Quiz 20% ，Final Test 100% 

テキ 

スﾄ 

Bedside Manner Beginner  A Basic English Course for Nursing 

著：Simon Capper Percptia Press ISBN:978-4-939130601 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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基礎分野 医療英語Ⅱ １単位 30時間 １学年後期 講師名 Andrew Caldwell 

授業目標 

基礎的な医療・看護用語を使って臨床場面で簡単な会話を行い、コミュニケーション能力を高める。 

英語で書かれた医療看護に関する文献を読解する基礎を学ぶ。 

授   業   計   画 

１ Meeting a New Patient 

２ Talking about Symptoms 

３ In-Patient Orientation 

４ Doing the Rounds 

５ Explaining Medication 

６ Symptoms Part 2 

７ Review 

８ Accidents and Injuries 

９ Patient Examination 

１０ Medical History Enquiries 

１１ Diet and Lifestyle 

１２ Hospital Tests 

１３ Reassurance 

１４ Review 

１５ Final Test 

評価

方法 
Example１) Final Test 100% 

テキ 
スﾄ 

Bedside Manner Beginner  A Basic English Course for Nursing 

著：Simon Capper Percptia Press ISBN:978-4-939130601 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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基礎分野 社会学 １単位 15時間 １学年後期 講師名 中塚 朋子 

授業目標 

社会学は、社会のしくみや人間関係について探究する学問である。そして、社会的な関係が個人の振る舞い

に与える影響について考える。社会学の基礎的な概念や理論について理解を深め、現代社会における人間関係

の諸相を多角的にとらえる視点を学ぶ。 

社会は、人間と人間の関わりから成り立ち、一人ひとりの人間に還元できないかたちで現れる。一方、一人

ひとりの人間は、そうした人間と人間の関わりのなかで社会的な存在となっていく。社会学の概念や理論に

ついて概説するとともに、身近に観察できる日常的な現象から社会問題まで幅広く取り上げ、人びとの相互

行為や社会の変化について考察する。 

授   業   計   画 

１ 

社会学とは何か 

 ①社会学の対象 ②社会学の歴史 ③社会学の視点 

２ 家族と現代社会 

３ 性差・性別（ジェンダー）と現代社会 

４ 性愛（セクシュアリティ）と現代社会 

５ 逸脱と現代社会 

６ 医療と現代社会 

７ 障害と現代社会 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 
授業に取り組む姿勢および小レポート（20%）と終講試験（80%）によって総合的に評価を行う。 

テキ 

スﾄ 
テキストは指定しない。随時、関連する資料を配布する。 

参考

図書 
松田健，2008，『テキスト現代社会学〔第 2版〕』ミネルヴァ書房． 

学生へ

メッセージ 
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基礎分野 人間関係論 １単位 30時間 １学年後期 講師名 九鬼 一人 

授業目標 

保健医療における人間関係のあるべき姿を追求し、価値観を尊重し合いながら、いかに社会的合意形成を作

ってゆくべきかを学ぶ。途中、色々な題材を参考にし、筆記（演習形態）を一部取り入れつつ、コミュニケ

ーションの向上を図る。 

○印がついた回が「現代倫理学入門」にさく回である。 

なお各回の授業の初めに教科書に準拠して暗記事項の提示を行う。 

授   業   計   画 

１ ピルランデロ劇と役割存在／子供と大人・コミック「悪い子」を題材にする 

２ 
ギリガンのケアの倫理 

生きる意味／無意味の絵を描く・ゴヤ「黒い絵」 

３ 相互承認論・ヤマアラシのジレンマ 

４ 
構えをこわす 

・サイレントダイアローグ 

５ 
リビング・ウィル 

IT社会と福祉・現代社会試験（金子郁容） 

６ 
二極化してはいけない 

ビデオ感想 

７ コミック「おたんこナース」を題材に朗読劇をする 

８ 体験学習のプロセスを反省する・筆記 

９ 道徳的相対主義○ 

１０ 
コミック「雛菊物語」を題材にする 

国語試験(清水哲郎) 

１１ 清水哲郎の自己決定マニュアル 

１２ 他人に迷惑をかけねば何をしてもよいか○・筆記 

１３ カント倫理学としょうがい○ 

１４ 
判断能力の判断は誰がするのか○ 

・サイレントダイアローグ 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

二回に一回提出する小レポートを平常点とする。25点 

小テスト二回 10点 

人間関係論教科書から必要事項の暗記科目を期末試験とする。 65点 

テキ 

スﾄ 

・系統看護講座 基礎分野 人間関係論 編：長谷川浩 医学書院  

ISBN:978-4-260-35528-5 

・現代論理学入門 著：加藤尚武 講談社学術文庫 ISBN:978-4061592674 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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基礎分野 論理学 １単位 30時間 １学年後期 講師名 稲村 秀一 

授業目標 

現実のさまざまな出来事を観察し、分析し、それらを比較しながら、自分の意見を確認してゆくことを学ぶ。

さらに、自分の意見が他者に理解できるように表現することを身につける。そのために、論理的思考および

言語表現について学ぶ。思考の矛盾や妥当性を判断して処理する能力を養う。 

授   業   計   画 

１ 

講義内容に関するガイダンス 

序論(１)論理学とは何か  

  (２)概念とは何か 

２ 

(３)思考と存在(論理学と倫理学)の関係 

(４)明晰な思考の根拠にあるものの探求 

(５)論理的思考と感情の論理 

３ 
第一章 他者理解における論理的思考 

  (１)他者理解の四つの立場 

４ (２)他者理解の第五の立場—対話的他者理解 

５ 
第二章 価値の秩序についての論理的思考 

(１)価値の分類と価値優先の論理 

６ (２)序列の法則 

７ 
(３)倫理的価値と愛憎 

(４)ルサンチマン論 

８ 
第三章 実存の論理としての「恥と良心 ―日本人の思考の特質について― 

(１)恥の文化と罪の文化の比較 

９ (２)恥の四形態 

１０    (３)良心現象とその三形態 

１１ 
第四章 感情の論理としての「愛の秩序」 

(１)愛の構造 

１２ 
(２)愛の三形態と秩序形成の作用 

   (エロース・フィリア・アガペー) 

１３ (３)愛の秩序の思想 

１４ (４)愛における出会いの四次元 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

終講試験 70% 

レポート 30% 

テキ 

スﾄ 
使用しない。 沢山のコピーを配布するので、必ずファイルすること。 

参考

図書 
講義の中で参考文献紹介。 

学生へ

メッセージ  
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基礎分野 心理学 １単位 30時間 １学年前期 講師名 北川 歳昭 

授業目標 

・全人的医療に関わる立場から，人間の心理や行動の基礎にある原理を理解し，自己を良く理解する方法を学ぶ。 

・患者や家族の心理を理解するために，こころの動き・行動・性格・情緒など，人間の心理や行動の基礎にある原理を学ぶ。 

授   業   計   画 

１ 
第１章 心理学の発展 

①心理学とは  ②心の見方の歴史 

２ 
第 13章 医療と心理学 

①医療と心理学の役割  ②患者の心理  ③療養生活と心理  ④聴く立場と聴かれる立場 

３ 
第 12章 カウンセリング 

 ①カウンセリングの意義 ②方法 

４ ロールプレイ（聴く立場と聴かれる立場） 

５ 
第９章 性格の心理と性格検査 

 ①性格の形成  ②性格の理解 

６ 
第５章 知能の心理と知能検査 

 ①知能の心理  ②知能検査 

７ 
第７章 感情・情緒・情操の心理 

①感情の諸相  ②感情・情緒の異常 

８ 
第８章 適応の心理 

①人と環境  ②適応・不適応  ③適応の規制 

９ 
第 11章 発達の心理 

①発達の原理  ②発達段階の特徴 

１０ 
第 10章 集団の心理 

①個人と集団  ②集団の働き  ③集団行動 

１１ 
第２章 知覚の心理 

①知覚の成立  ②知覚の種類 

１２ 
第３章 記憶の心理 

①記憶の諸相  ②忘却の条件 ③記憶のくふう 

１３ 
第４章 思考・想像・言語の心理 

 ①思考・想像の心理  ②言語の心理 

１４ 
第６章 学習の心理 

 ①学習の心理  ②練習の心理 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験の成績をもって評価する 

テキ 

スﾄ 
系統看護講座 基礎分野 心理学 著：辰野千寿 医学書院 ISBN:978-4-260-35362-5 

参考

図書 
講義中に資料を配布する 

学生へ

メッセージ  
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基礎分野 死生学 １単位 30時間 ３学年後期 講師名 川 北 敬 子 

授   業   計   画 

授業目標 

現在、事故・災害・紛争などで命が奪われている事象を通して生と死を理解する。さらに人間が「死」

をどのように受けとめて、それぞれの立場や考え方を通して自分自身の「生」のあり方、「生きることの

意味」を主体性に明確にして、死生観を育むために必要な基礎知識を学ぶ。 

そして、我が国の超高齢化社会の背景・文化と伝統からの影響を踏まえ、耳を傾ける謙虚な姿勢と看

護職者として、看護の対象者が死を迎える人と取り巻く人々に対する援助を考える姿勢を養う。 

授  業  計  画 

１ 死生学とは、死生学を学ぶ意義 

２ 
死生観と宗教の関わり 

宗教から見た死―仏教、キリスト教、イスラム教 

３ 
日本人の死生観 

① 歴史的変化と現代の死生観  ② 日本人の遺体に対する考え 

４ 地域の視点からみた死生観：① 被災地の死生観 ② イスラム兵士に奴隷にされた女性 

５ 
日本人の喪と追悼 

① 葬式などの儀式  ② 世界の喪の服し方 

６ 
生老病死 

① 病と生 ② 老と死 ③ 人生の再構築 ③ 「アラウンド・ハンドレッド」 

７ F・ナイチンゲールの生涯 

８ 尊厳死と尊厳ある死 

９ 

生命尊厳を尊重する精神  

① アンネ・フランクの生き方「アンネの日記」②命のビザを発行した外交官の生き方：杉原千畝 

③「生きなければならない」：森山久 

１０ 

医療現場での応用：死にゆく人のケア 

① ホスピスケア  ② ターミナルケア ③ スビリチュアルケア ④ 在宅での看取り  

⑤ グリーフケア・遺族の喪失体験 

１1 
自殺予防への応用 

① 子どもの死に関する意識  ② 「いのち教育：いのち学級」と自殺予防 

１２ 
主体的な生き方：① 障害と共存の生き方:世界的ピアニスト：辻井伸行 

② 「アラウンド・ハンドレッド」の生き方：美術家・篠田桃紅(103 歳)他 

１３ 主体的な生き方：③ 障害と共存の生き方::書家：金澤翔子  

１４ 
総括:①「生と死」について自分自身の考え方を構築 ②死を迎える人とその家族に対する援助 

③「いのちを見つめる」  

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

授業後に授業内容について小テストを実施する 

授業の理解を小テスト（30％）・レポート（30％）・終講試験（40％）で総合評価する 

テキ 

スﾄ 
必要時資料を配付する 

参考

図書 

「死生学」［全 5巻］編集代表 島薗進・竹内整一・小佐野重利 東京大学出版会  

「あの日、あの時」(自分史) 著 竹内昌彦  

「いい覚悟で生きる」著 樋野興夫 小学館 他 

学生へ 

メッセージ 
視聴覚機器(パワーポイント・DVD等)を使用して授業をする 

真摯に授業を聴き、理解し各自の考えを明確にすること  
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基礎分野 保健体育 １単位 30時間 １学年前期 講師名 岡田 貴美 

授業目標 

健康の保持増進や疾病の予防を図り、生きがいのある生活を送るための運動・スポーツの有能性を 

知り、運動・スポーツを理解する。 

心身の健康を保持するための具体的な運動を体験し体力の向上を目指す。 

授   業   計   画 

  

 １ 

心身の健康と運動の関係 

① 運動・スポーツの意義 

② 日本における運動・スポーツの歴史 

③ ヘルスプロモーション 

 

２ 

健康的な運動行動 

① 日常生活における運動やスポーツ 

② ライフステージにおける健康 

③ ストレッチ  

３ 健康維持のための運動・スポーツ 

４ ① ラジオ体操 

５ ② ウエイトトレーニング 

６ ③ バドミントン 

７ ④ バレーボール 

８  

⑤ バスケットボール ９ 

１０ 

１１ 高齢者の運動 

１２ ① 運動を行うための注意事項 

１３  ② グランドテニス   

１４ ③ 筋力を保持する運動 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

授業態度 40％ 

レポート 10％ 

終講試験 50％ 

テキ 

スﾄ 
 

参考

図書 

『行動変容～健康行動の開始・継続を促すしかけづくり～』 

 著：竹中晃二 健康体力づくり事業財団 コード：483 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 
解剖生理学Ⅰ 

人体構造・生理学・ 

栄養と吸収・呼吸と血液 

１単位 30時間 １学年後期 講師名 内藤 一郎 

授業目標 

 

解剖学と生理学は、医学の体系のなかでも基礎中の基礎となる領域である。解剖学によって人体の形態と

構造、生理学によって役割と機能について、習得する。 

この講義では、人体の構成要素である細胞と組織、体の各部を表わる用語、消化と吸収および呼吸と血液に

ついて学ぶ。学んだことを医療現場の同僚はもちろん、患者様にも適切に説明できることを目標とする。 

 

授   業   計   画 

１ 人体の構造と機能を学ぶ方法、人体の階層性、細胞の構造 

２ 細胞の組成、タンパク質の合成、細胞膜、細胞の増殖 

３ 組織、人体の区分と腔所・形状・方向用語、器官系 

４ 体液とホメオスタシス、口腔・咽頭・食道の構造機能 

５ 
小テスト 消化管の構成、胃と小腸の機能と構造 

大腸の機能と構造 

６ 栄養素の消化吸収、膵臓、肝臓と胆嚢・胆管の構造と機能、腹膜 

７ 小テスト DVDと人体模型 

８ 呼吸器の構成、鼻腔・喉頭、気管、肺 

９ 胸膜・縦隔、呼吸運動、内呼吸・外呼吸 

１０ 呼吸気量、ガス交換と運搬、肺の血液循環、呼吸運動の調節 

１１ 小テスト DVDと人体模型 

１２ 血液の組成と機能、赤血球、白血球、血小板 

１３ 血漿タンパク質と赤血球沈降速度、凝固と線維素溶解、血液型 

１４ 小テスト DVDと血液循環系模型を使い演習（血液） 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験の結果を８０％として評価し、残り２０％は小テストや授業態度で評価する。 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能① 解剖生理学   

著：坂井建雄[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01826-5 

参考

図書 
解剖トレーニングノート 著：竹内 修二 医学教育出版 ISBN:978-4-871-63459-5 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 
解剖生理学Ⅱ 

血液と循環の調整・体液調

整・内臓機能の調整 

１単位 30時間 １学年前期 講師名 田口 勇仁 

授業目標 

 

解剖学と生理学は、医学の体系のなかでも基礎中の基礎となる領域であり、解剖学によって人体の形態と構

造、生理学によって役割と機能について、習得する。 

血液と循環とその調整、体液の調整と尿の生成および内臓機能の調整について学ぶ 

 

授   業   計   画 

１ 心臓の構造 

２ 心臓の拍出機能 

３ 末梢循環器系の構造 

４ 血液の循環の調節 

５ リンパとリンパ管 

６ DVDと心臓の模型を使い演習 

７ 腎臓，排尿器 

８ 体液の調節 

９ DVDと人体模型を使い演習 

１０ 自律神経による調節 

１１ 内分泌系による調節 

１２ 全身の内分泌線と内分泌細胞 

１３ ホルモン分泌の調節 

１４ ホルモンによる調節の実際 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 100％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能① 解剖生理学   

著：坂井建雄[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01826-5 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 

解剖生理学Ⅲ 

体の支持と運動・外部環境からの

防御・生殖・発生と成長・老化の

仕組み 

１単位 30時間 １学年前期 講師名 藤野 雅広 

授業目標 

解剖学と生理学は、医学の体系のなかでも基礎中の基礎となる領域であり、解剖学によって人体の形態と構

造、生理学によって役割と機能について習得する。 

からだの支持と運動、外部環境からの防御におよび生殖・発生と成長・老化の仕組みについて学ぶ。 

授   業   計   画 

１ ＤＶＤ 人体 生命誕生（ＣＧ画像） 

２ 発生と成長・老化の仕組み 

３ ＤＶＤ 人体解剖 老化 

４ ＤＶＤ 遺伝子から考える老化と死の設計図 

５ 男性生殖器、女性生殖器 

６ ＤＶＤ 人体解剖 生殖 

７ 骨と骨格、骨構造 

８ 頭蓋、体幹骨格、体肢骨格 

９ 関節構造と運動 

１０ ＤＶＤ 人体 骨・筋（ＣＧ画像） 

１１ 骨格筋の種類、筋生理 

１２ 身体運動と骨格筋 

１３ 骨の病気と筋の病気 

１４ ＤＶＤ 人体解剖 動き 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

終講試験 90％ 

講義態度および出欠 10％ 

テキ 

スﾄ 

・系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能① 解剖生理学   

著：坂井建雄[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01826-5 

・新版 からだの地図帳 監：佐藤達夫 講談社 ISBN:978-4-06-01826-5 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 
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専門基礎分野 
解剖生理学Ⅳ 

神経系・感覚器・ 

体表から見た人体構造 

１単位 30時間 １学年後期 講師名 藤野 雅広 

授業目標 

解剖学と生理学は、医学の体系のなかでも基礎中の基礎となる領域であり、解剖学によって人体の形態と

構造、生理学によって役割と機能について習得する。 

情報の受容と処理および体表からみた人体の構造について学ぶ。 

授   業   計   画 

１ DVD 人体 脳と心 ～進化～ 

２ 神経系の分類 

３ 神経組織の構造と機能 

４ 中枢神経系 

５ 末梢神経系 

６ DVD 人体 脳と心 ～知覚～ 

７ 感覚の特徴 

８ DVD 人体 脳と心 ～記憶～ 

９ 感覚機能と上行伝導路 疼痛（痛み） 

１０ DVD 人体 脳と心 ～発達と再生～ 

１１ 眼の構造と視覚 

１２ 耳の構造と聴覚・平衡覚 

１３ 味覚と嗅覚 

１４ DVD 人体 脳と心 ～無意識と創造性～ 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

テスト 90％ 

講義態度および出欠 10％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能① 解剖生理学   

著：坂井建雄[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01826-5 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 生化学 １単位 15時間 １学年前期 講師名 坪井 誠二 

授業目標 

基礎分野における生命現象の科学の学修を基に、生命活動を支える細胞や生体物質の構造および 

生理機能と食物として外界から取り込んだ物質の利用、すなわち代謝とその調節について学ぶ。 

授   業   計   画 

１ 細胞の構造と機能 

２ 糖質・脂質・アミノ酸・タンパク質 

３ 

ビタミンと酵素 

(酵素に関する基礎知識・ビタミンの種類と生理作用) 

４ 糖質代謝(グルコースの分解・糖新生) 

５ 糖質代謝(グリコーゲンの代謝) 

６ 脂質代謝(脂肪酸の分解・ケトン体の産生と利用) 

７ 脂質代謝(コレステロールの生合成) 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 

終講試験 50％ 

レポート 50％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能② 生化学 

著：三輪一智[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-00672-9 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 
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専門基礎分野 栄養学 １単位 15時間 １学年前期 講師名 末丸 克矢 

授業目標 

傷病者に対して健康状態や栄養状態をよりよい状態へ改善し、疾病の予防・治療・増悪化予防を行い QOL

向上に努める援助を行うための食に対しての知識を身につけ看護援助における指導に活かすことができる 

授   業   計   画 

１ 栄養評価と栄養ケアプラン、栄養サポートチーム 

２ ３大栄養素の働き 

３ 生活習慣病（肥満・脂質異常症・痛風）と栄養 

４ 消化器疾患（胃潰瘍・肝炎・腸疾患）と栄養 

５ 糖尿病・膵炎と栄養 

６ 高血圧症・慢性腎臓病と栄養 

７ 術前・術後の栄養 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 
期末試験（100％）と平常点により評価する 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能③ 栄養学 

 著：中村丁次[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01993-4 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 
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専門基礎分野 薬理学 １単位 30時間 １学年後期 講師名 見尾 光庸 

授業目標 

現代医療においては治療の目的で多種の医薬品が、様々な方法によって患者に投与されている。 

医療における薬物治療の占める割合は非常に大きく、直接的に患者に関わる看護師は医薬品の薬理作用や体

内動態、副作用や毒性、薬物漏出の危険性などの知識を習得する必要がある。 

薬剤に関する知識を理解すると同時に、臨床における服薬・注射・点滴等による薬物投与 

や副作用・アレルギー等の観察など看護師が実施する看護技術の基本について理解する。 

授   業   計   画 

１ 
薬物治療の概要を学び、薬物動態及び薬学力  

① 体内における薬物の吸収・分布・代謝・排泄) 

２ ② 受容体における薬物の作用機序) 

３ 体内における薬物の作用のしくみ治療効果を得るのに適切な薬剤の種類と形状の工夫、 

進んだドラックデリバリーシステム 

与薬方法による薬物血中濃度の推移の相違を理解し、薬物治療を受ける人の状態や症状に合わせた予薬の

重要性 

年齢と薬効、反復投与、プラシーボ効果 

４ 

５ 

６ 

７ 薬物の吸収、分布、代謝、排泄に影響する薬物相互 

８ 作用与薬に関する看護師の役割 

９ 服薬コンプライアンス、臨床における毒薬・麻薬の取扱いと管理 

１０ 種々の服薬時間、誤薬の防止など、与薬上の注意点 

１１ 
注射の種類、注射による神経損傷の防止 

正しい注射方法に関する看護技術、輸液療法を受ける対象の看護 

１２  

循環器系および呼吸器系に作用する薬物の種類と作用機序 消化器系、泌尿器系、造血器系に作用する薬

物、糖尿病治療薬、抗アレルギー薬、抗がん剤、および抗菌薬の種類と作用機序 

１３ 

１４ 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
成績評価は終講試験（100％）によるが、受講態度を加味する。 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進③ 薬理学 

著：吉岡充弘[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01814-2 

参考

図書 

パワーアップ問題演習 薬理学 

著：鈴木正彦 サイオ出版 ISBN:978-4-907176-01-3 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 病理学 １単位 30時間 １学年後期 講師名 赤木 忠厚 

授業目標 

 

細胞障害・炎症・免疫異常・循環障害・代謝異常・腫瘍などの総論的観点から、病気の原因、成り立ち、

経過について解説し、次いで臓器・系統別に、主要な疾患の発症機構、病態生理を中心に概説する。 

解剖学、生理学で学んだ人体の正常構造・機能を適宜復習しながら、その病的変化について学習する。 

 

授   業   計   画 

１ 医療における病理学の役割、内因と外因、先天異常と遺伝性疾患 

２ 変性、壊死、萎縮、肥大、再生と修復 

３ 糖質代謝・脂質代謝・タンパク質代謝・核酸代謝の異常、生活習慣病 

４ うっ血、出血、虚血と梗塞、側副循環、ショック浮腫 

５ 炎症の定義・メカニズム・種類、免疫とアレルギー、感染症と病原体 

６ 腫瘍の定義と分類、発生病理、転移と進行度、がんの疫学 

７ 先天性心疾患、虚血性心疾患、炎症性心疾患、心筋症、心臓弁膜症、血管の疾患、高血圧症 

８ 上気道感染症、肺炎、肺結核、閉塞性肺疾患、拘束性肺疾患、塵肺症、肺がん 

９ 口腔・唾液腺疾患、食道疾患、胃・腸の炎症性疾患・腫瘍性疾患 

１０ 脂肪肝、肝炎、アルコール性肝障害、肝がん、黄疸の病理、胆嚢炎、胆石症、胆道がん、膵炎、膵がん 

１１ 
腎の炎症（糸球体腎炎、腎孟腎炎）と腫瘍、尿路の炎症・結石・腫瘍、子宮・卵巣の腫瘍、精巣の腫

瘍、乳腺の腫瘍 

１２ 内分泌系の特徴と異常、下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎、膵島の疾患 

１３ 中枢神経の外傷、循環障害、炎症、変性疾患、脱髄疾患、腫瘍 

１４ 
血液疾患（貧血、増殖性疾患、白血病）、リンパ節の病変（炎症、反応性病変、腫瘍）、脾腫の原因、

骨・関節の疾患、末梢神経・筋肉の疾患 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

随時小テストを行い、小テストの点数を 30点、終講試験の成績を 70点として、合計した 

もので評価する。 

テキ 

スﾄ 

新体系看護学全書 疾病の成り立ちと回復の促進① 病理学  

編：深山正久 メヂカルフレンド社 ISBN:978-4-8392-3203-0 

参考

図書 

カラーで学べる病理学 

編：渡辺照男 ヌーヴェルヒロカワ ISBN:978-4-86174-029-9 

学生へ

メッセージ 

教科書にそって講義を行うが、教科書に書かれていない内容も多く含まれるので、授業中に出来るだけ

理解するように努めること。 

講義はパワーポイントを使用して行い、講義内容はプリントして資料を配布する。 
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専門基礎分野 微生物学 １単位 30時間 １学年前期 講師名 守谷 智恵 

授業目標 

環境には様々な微生物が存在するが、その中で病原微生物を中心に構造、機能、観察方法、増殖感染、治

療薬、免疫、滅菌消毒方法を学ぶことで、感染症の現状や院内感染予防等に対する専門的知識を修得する。 

授   業   計   画 

１ 微生物の概要、細菌の形態・培養 

２ 感染と発症 

３ 感染に対する生体防御機構、医療における免疫 

４ 感染源・感染経路 

５ 感染症の現状と対策 

６ 感染症の予防（滅菌、消毒、予防接種） 

７ 感染症の現状と対策 （新興・再興感染症、院内感染、感染症法、監視体制） 

８ 感染症の検査と診断 

９ 細菌感染症１ 

１０ 細菌感染症２ 

１１ 真菌、寄生虫感染症 

１２ ウイルスの特徴と分類 

１３ ウイルス感染症 

１４ 感染症の治療 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

小テスト、レポートなど平常点 30％ 

終講試験 70％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進④ 微生物学 

著：吉田眞一[ほか] 医学書院 ISB:978-4-260-01827-2 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 
病態生理学Ⅰ 

概論・皮膚・免疫・体温 
１単位 30時間 １学年前期 講師名 内藤 一郎 

授業目標 

 

身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候といっ

た病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。 

病態生理の基礎知識、皮膚･体温調節に関する疾患の病態と治療、免疫に関する疾患の病態と治療について

学ぶ。 

 

授   業   計   画 

１ 
病態生理学を学ぶための基礎知識 

① 正常と病気の状態 

２ ② 循環障害 ③ 変性 

３ ④ 炎症 ⑤ 感染症 

４ ⑥ 腫瘍 

５ ⑦ 先天性異常と遺伝子異常・小テスト 

６ ⑧ 変形・圧迫による障害 ⑨ 老化と死 

７ 
皮膚・体温調節のしくみとその異常・小テスト 

① 皮膚の構造と機能 

８ ② 皮膚構造の正常性の破綻 

９ ③ 体温調節のしくみとその異常 

１０ 
免疫による防御のしくみとその異常 

①リンパ球による免疫応答のしくみ 

１１ ② 自己寛容と自己免疫のしくみ・小テスト 

１２ ③ 免疫による防御が弱まっている場合 

１３ ④ アレルギー反応 

１４ ⑤ 自己寛容の破綻・小テスト 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験の結果を８０％として評価し、残り２０％は小テストや授業態度で評価する。 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進② 病態生理学  

著：田中越郎 医学書院 ISBN:978-4-260-02183-8 

◇系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能① 解剖生理学   

著：坂井建雄[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01826-5 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 
病態生理学Ⅱ 

体液・血液 
１単位 30時間 １学年前期 講師名 森 順子 

授業目標 

 

身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候といっ

た病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。 

体液に関する病態と治療と血液に関する疾患の病態と治療について学ぶ。 

 

授   業   計   画 

１ 体液①：体液・電解質 

２ 体液②：酸塩基平衡 

３ 体液③：国家試験問題演習①(体液・酸塩基平衡) 

４ 血液①：血液の正常性を保つしくみ 

５ 血液②：血液の正常性の破綻 

６ 血液③：検査・診断と症候・病態生理（その１） 

７ 血液④：検査・診断と症候・病態生理（その２） 

８ 血液⑤：赤血球系の異常・白血球系の異常 

９ 血液⑥：造血器腫瘍 １（造血器腫瘍の概論） 

１０ 血液⑦：造血器腫瘍 ２（急性白血病 等） 

１１ 血液⑧：造血器腫瘍 ３（慢性白血病 等） 

１２ 血液⑨：造血器腫瘍 ４（悪性リンパ腫、骨髄腫 等） 

１３ 血液⑩：出血性疾患 

１４ 血液⑪：国家試験問題演習②（血液） 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験（100％）で評価を行う 

テキ 

スﾄ 

・系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進② 病態生理学  

著：田中越郎 医学書院 ISBN:978-4-260-02183-8 

・系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学④ 血液・造血器  

著：飯野京子[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02001-5 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 
病態生理学Ⅲ 

循環・呼吸 
１単位 30時間 １学年後期 講師名 田口 勇仁 

授業目標 

身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候といった

病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。 

循環器・呼吸器に関する疾患の病態と治療を学ぶ。 

授   業   計   画 

 

１ 

循環器のしくみとその異常 

① 循環器の正常性を保つしくみ    

② 循環器の正常性の破綻         

２ 
虚血性心疾患   

心不全    

３ 不整脈、弁膜症 

４ 心膜炎、心筋疾患 

５ 先天性心疾患 

６ 動脈系疾患・静脈系疾患 

７ リンパ系疾患・血圧異常 

８ 
呼吸のしくみとその異常 

① 呼吸器の機能の正常性を保つしくみ 

９ 
② 呼吸器の機能の正常性の破綻      

・感染症    ・間質性肺疾患 

１０ 気道疾患・肺血栓塞栓症 

１１ 呼吸不全・肺腫瘍  

１２ 呼吸調節に関する疾患 

１３ 肺・肺血管の形状異常 

１４ 胸膜・縦隔・横隔膜の疾患・肺移植・胸部外科疾患→総復習 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 100% 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進② 病態生理学 

著：田中越郎 医学書院 ISBN:978-4-260-02183-8 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ  成人看護学② 呼吸器 

著：川村雅文[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01991-0 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学③ 循環器 

著：吉田俊子[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01987-3 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 
病態生理学Ⅳ 

消化器・腎・泌尿器 
１単位 30時間 １学年後期 講師名 内藤 一郎 

授業目標 

身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候といった病

的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。 

消化器系および泌尿器系疾患の病態と治療について学ぶ。 

授   業   計   画 

１ 
消化・吸収のしくみとその異常 

① 消化管の機能の正常性を保つしくみ 

２ 
② 消化管の機能の正常性の破綻 

１）咀嚼・嚥下機能の破綻 

３ ２）胃のはたらきと正常性の破綻 ３）消化・吸収機能の障害と腸管機能の障害 

４ 
③ 肝臓の機能の正常性を保つしくみ 

１）肝臓、２）胆道系、３）門脈 

５ 
④ 肝臓の機能の正常性の破綻・小テスト 

１）幹細胞・小葉の破綻、２）代謝機能の破綻 

６ ３）胆汁産生・胆道の破綻 

７ 
⑤ 膵臓の機能とその正常性の破綻 

１）膵臓の機能を保つしくみ、２）膵臓の破綻 

８ 
⑥ 腹膜腔・腹膜・腸間膜の機能と正常性の破綻 

１） 正常性を保つしくみ、２）腹膜・腹水 

９ 
腎・泌尿器のはたらきとその異常・小テスト 

① 腎機能の正常性、② 尿排泄のしくみ 

１０ ③ 腎機能の正常性の破綻 

１）尿材料の供給不足、２）濾過機能の破綻 ３）尿再吸収機能の破綻、４）腎間質の障害 

５）全身性疾患に伴う障害 ６）腎不全、遺伝性腎症 

１１ 

１２ 

１３ ④ 尿をたくわえ排泄するしくみの破綻 

１４ ⑤ 腎・尿路系の悪性腫瘍・小テスト 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験の結果を８０％として評価し、残り２０％は小テストや授業態度で評価する。 

テキ 

スﾄ 

・系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進② 病態生理学    

著：田中越郎 医学書院 ISBN:978-4-260-02183-8  

・系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑤ 消化器         

著：松田明子[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02000-8  

・系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑧ 腎・泌尿器 

著：村井勝[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01996-5 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 
病態生理学Ⅴ 

内分泌・代謝・生殖器 
１単位 30時間 １学年後期 講師名 村田 幸治 

授業目標 

 

身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候といっ

た病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。 

内分泌・代謝や生殖器に関する疾患の病態と治療について学ぶ。 

授   業   計   画 

１ 
内分泌・代謝①：内分泌機能の正常性を保つしくみ 

代謝機能の正常性を保つしくみ 

２ 
内分泌・代謝②：内分泌機能の正常性の破綻 

代謝機能の正常性の破綻 

３ 内分泌・代謝③：症状とその病態生理（１） 

４ 内分泌・代謝④：症状とその病態生理（２） 

５ 内分泌・代謝⑤：内分泌疾患の検査と治療 

６ 内分泌・代謝⑥：代謝疾患の検査と治療 

７ 内分泌・代謝⑦：国家試験問題演習①：内分泌・代謝 

 

８ 

生殖器①：生殖の正常性を保つしくみ 

女性の生殖機能の正常性の破綻 

男性の生殖機能の正常性の破綻 

９ 生殖器②：女性生殖器 症状とその病態生理 

１０ 生殖器③：女性生殖器 診察と検査・治療（１） 

１１ 生殖器④：女性生殖器 診察と検査・治療（２） 

１２ 生殖器⑤：男性生殖器 症状とその病態生理 

１３ 生殖器⑥：男性生殖器 診察と検査・治療 

１４ 生殖器⑦：国家試験問題演習②：生殖器 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験（100％）で評価を行う。 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進② 病態生理学 著：田中越郎 医学書院 

ISBN:978-4-260-02183-8 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑥ 内分泌・代謝 著：吉岡成人[ほか] 医学書院        

ISBN:978-4-260-01988-0 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑨ 女性生殖器 著：末岡浩[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02184-5  

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑧ 腎・泌尿器 著：村井勝[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01996-5 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 
病態生理学Ⅵ 

脳･神経･筋・感覚器 
１単位 30時間 １学年後期 講師名 内藤 一郎 

授業目標 

身体を構成している細胞・組織・器官の形態や生理機能に異常な変化が生じることで、症状や徴候といっ

た病的な状態が引き起こされていることを理解し、疾患の症状・検査・治療法を学習する。 

脳・神経・筋や感覚器に関する疾患の病態と治療について学ぶ。 

授   業   計   画 

１ 
脳・神経、筋のはたらきとその異常 

① 脳・神経機能の正常性を保つしくみ 

２ 
② 脳・神経機能の正常性の破綻 

・脳疾患     ・脊髄疾患 

３ ・末梢神経障害  ・神経・筋障害・小テスト 

４ ・脱髄・変性疾患  ・脳・神経系の感染症 

５ ・中毒      ・てんかん 

６ ・認知症     ・内科疾患に伴う神経疾患 

７ ③ 筋収縮の正常性を保つしくみとその破綻・小テスト 

８ ・重症筋無力症  ・進行性筋ジストロフィー 

９ ・筋萎縮性側索硬化症 

１０ 
感覚器のはたらきとその異常 

① 視機能のしくみとその異常 

１１ ・機能の障害   ・部位別の疾患・小テスト 

１２ ・外傷      ・全身疾患との関連 

１３ 
② 聴覚障害のしくみとその異常 

・外耳疾患    ・中耳疾患 

１４ ③ 内耳・後迷路性疾患・小テスト 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
小テスト 20％、終講試験の成績 80％ 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進② 病態生理学 

著：田中越郎 医学書院 ISBN:978-4-260-02183-8 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑦ 脳・神経     著：竹村信彦[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02190-6 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑩ 運動器      著：加藤光寶[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-002176-0 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑬ 眼          著：大鹿哲郎[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-00532-6 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑭ 耳鼻咽喉   著：小松浩子[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-00525-8 

参考

図書 
◇病気がみえる 〈vol.7〉 脳・神経 医療情報科学研究所 (編集)： メディックメディア ISBN: 978-4896323580 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 リハビリテーション論 １単位 30時間 ２学年前期 講師名 土屋 景子 

授業目標 

 

人間が人間としての権利を回復する活動としてのリハビリテーションの概念と意義を学び、リハビリテー

ションの理念を理解できる。 

 

授   業   計   画 

１ 
リハビリテーションの基本的考え方 

① リハビリテーション理念 

２ 
② ハビリテーションの対象と目標 

  ③ リハビリテーションの種類と特徴 

 

３ 

チームで取り組むリハビリテーション 

  ① チームケアの必要性 

  ② チーム間の連携の在り方 

４ 
リハビリテーションにおける評価 

  ① リハビリテーション医療における到達目標と評価 

５ 
② 評価における看護師の役割 

  ③ 障害の評価 

６ 障害受容に関わるリハビリテーション 

７ 
障害・状態別リハビリテーションの実際 

  ① 脳血管疾患患者のリハビリテーション 

８ ② 呼吸器・心疾患患者のリハビリテーション 

９   ③ パーキンソン病・脊椎損傷・脳性麻痺患者のリハビリテーション 

１０   ④ 視・聴覚・高次機能・精神障害患者のリハビリテーション 

１１   ⑤ 骨折のリハビリテーション 

１２   ⑥ 関節リウマチのリハビリテーション 

１３ ノーマライゼーションとバリアフリー 

１４ 関節可動域訓練、徒手筋力テスト 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

終講試験 90％ 

レポート 10％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 別巻 リハビリテーション看護 著：武田宣子[ほか] 医学書院 

ISBN:978-4-260-01994-1 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 医療経済論 １単位 15時間 １学年後期 講師名 
大﨑 泰正 

   浜田 淳 

授業目標 

  

経済学の基礎と概要を理解し、社会における医療の役割、問題点とその背景を医療経済の視点から考察する。 

 

 

 

授   業   計   画 担当教員 

１ 

 

経済学の基本原理。市場と価格の働き 

 

 

 

 

 

 

 

大﨑 ２ 

経済をはかる「ものさし」。経済の「波」と「流れ」。 

お金と経済 

３ 日本経済の世界とのつながり。日本経済の問題。 

４ 患者にとって望ましい医療・介護サービスとは何だろうか？ 
 

 

 

浜田 

５ 日本の医療と現状の課題 

６ 日本の人口・財政とこれからの医療・介護 

７ 医療・介護の費用とサービスの管理 

 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 

【大﨑】 終講試験 100％ 

【浜田】終了後のレポート(感想文)による。 

テキ 

スﾄ 

【大﨑】使用しない。資料を配布する 

【浜田】担当者の指示によるテキスト、文献 

参考

図書 

◇はじめての社会保障 著：椋野美智子・田中耕太郎 有斐閣  

ISBN: 978-4641220218 

【浜田】 

◇マンキュー入門経済学 著：N・グレゴリー・マンキュー 東洋経済新報社 

 ISBN: 978-4492313862 

【大﨑】 

学生へ

メッセージ 
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専門基礎分野 看護関連法令 １単位 15時間 ２学年後期 講師名 
福田 伸子 

石本 傳江 

授業目標 

  看護師に必要な保健・医療・福祉に関する諸制度とその関係法規について学び、看護の役割及び与え

られた責務を正しく遂行するために、看護業務に関連する法律を理解できる。 

授   業   計   画 担当教員 

１ 法の概念 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福田 

２ 

保健衛生法 

① 共通保健法 ② 分野別保健法 ③ 感染症に関する法 

薬務法 

① 医薬品 ② 毒物等 

３ 

環境衛生法 

① 営業 ② 環境整備 

社会保険法 

① 費用保障 ② 年金・手当 

４ 

福祉法 

① 共通的福祉 ② 分野別福祉 

 労働法と社会基盤整備 

① 労働法 ② 社会基盤整備等 

環境法 

① 環境保全の基本法 ② 公害の防止法③ 自然保護法 

５ 

医療法 

 

保健師助産師看護師 

 

 

 

 

 

石本 

６ 

７ 

８ 

９ 終 講 試 験 

評価

方法 

【福田】終講試験 100% 

【石本】終講試験 100% 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度④ 看護関係法令   

著：森山幹夫 医学書院 ISBN:978-4-260-02421-1 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 社会保障 １単位 15時間 １学年後期 講師名 中田 雅章  

授業目標 

社会保障制度・社会福祉制度は、医療福祉の総合的サービスの供給体制における連携が重要である。保健・

医療・福祉チームの一員として対象生活へのトータルケアマネジメントの視点を持ち、その役割と機能を学

ぶ。 

授   業   計   画 

１ 

社会保障と社会福祉とは 

  ① 社会保障の考え方 

  ② 欧米における社会福祉の発達 

③ 日本における社会福祉の発達 

２ 

社会保障の体系 

 ① 社会保障・社会福祉の法と行政 

 ② わが国の社会保障制度の構造と課題 

３ 

経済発展と社会保障 

 ① 景気変動と社会保障 

② 経済と社会保障 

４ 

社会福祉制度 

 ① 母子福祉の現状 

 ② 児童福祉の現状政策 

 ③ 障害者福祉の現状 

５ 
④ 高齢者福祉の現状 

 ⑤ 医療福祉の現状と課題 

６ 

保健・医療・福祉 

 ① ケアマネジメント 

 ② 社会資源の活用 

７ 
③ 社会保障制度 

④ 医療保険 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 100％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度③ 社会保障・社会福祉 

著：福田素生[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02423-5 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門基礎分野 公衆衛生学 １単位 30時間 ２学年後期 講師名 末丸 克矢 

授業目標 

 

公衆衛生の概念と歴史を学び、生活者の健康保持・増進のための公衆衛生活動を理解する。 

保健衛生行政や疾病の疫学と予防について理解する。 

 

授   業   計   画 

１ 公衆衛生の概念 

２ 日本における社会保障制度および医療制度 

３ 環境衛生 

４ 食品衛生 

５ 感染症（１）：感染症の疫学と分類  

６ 感染症（２）：主な感染症の発生状況と感染予防対策 

７ 疫学（１）：記述疫学と分析疫学 

８ 疫学（２）：症例対照研究と要因対照研究 

９ 保健統計（１）：人口静態と人口動態 

１０ 保健統計（２）：母子統計と母子保健 

１１ 老人保健 

１２ 精神保健 

１３ 成人保健（１）：がん 

１４ 成人保健（２）：生活習慣病 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
期末試験（100%）と平常点により評価する 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度② 公衆衛生   

著：神馬征峰[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01989-7 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門分野Ⅰ 看護学概論 １単位 30時間 1 学年前期 講師名 横田 育代 

授業目標 

 看護の歴史を概観するとともに「人間」「環境」「健康」「看護」の概念を元に看護の対象である人間理解、

健康の概念、看護とは何かを学ぶ。さらに看護観を培うことの意義を学習する 

 

授   業   計   画 

１ 
１．看護とは 

  ①看護の本質 

２   ②看護の役割と機能 

３ ③看護の継続と情報共有 

４ 
２．看護の対象の理解 

  ①人間の心と体 

５ ②生涯発達し続ける存在 

６ ③人間の暮らしの理解 

７ ④看護の対象としての家族・集団・地域 

８ 
３．国民の健康・生活の全体像の把握 

  ①健康のとらえ方 

９ ②国民のライフサイクルと健康生活 

１０ 

４．看護の提供者 

 ①職業としての看護 

 ②看護職の資格と養成 

１１  ③看護職者の就業状況と継続教育 

１２ 

５．看護の提供の仕組み 

 ①サービスとしての看護 

 ②看護サービスの提供の場 

 ③看護をめぐる制度と政策 

１３ 
 ④看護サービスの管理 

 ⑤リーダーシップとフォロワー 

１４ ６．看護の活動領域 

１５ 終 講 試 験 

 

評価

方法 

 

筆記試験 100％で評価する 

 

テキ 

スﾄ 
 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学① 看護学概論 著：茂野香おる他 医学書院

ISBN:978-4-260-01362-8  国民衛生の動向 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 看護の基本について学習していきましょう。 
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専門分野Ⅰ 看護理論 １単位 30時間 1 学年後期 講師名 

石本 傳江  

畑島 由美子 

有松 美里 

授業目標 

①看護理論を学ぶ目的・意義が理解できる 

②主要な理論家の理論の成り立ち、看護を構成する概念「人間」「環境」「健康」「看護」の視点から、看護理

論の特徴について理解できる 

③看護理論と看護過程の関係を理解し、看護理論を看護過程に活用する方法を述べることができる。 

④看護理論を学ぶことで、看護学な視点を持ち今後の学習及び自己の看護観へと繋がる基盤が育つ。 

授   業   計   画 担当教員 

１ 看護倫理 石本 

２ 看護倫理 石本 

３ 看護倫理 石本 

４ 看護倫理 石本 

５ 
「看護理論」授業におけるガイダンス 

看護理論とは 1)看護理論の定義 
畑島 

６ 看護理論とは 2)用語の定義「人間」「環境」「健康」「看護」 3)理論の評価 畑島 

７ 看護理論とは 4）看護理論の変容と種類  5)看護理論の今後の動向 畑島 

８ 主要な看護理論と理論の活用① 有松 

９ 主要な看護理論と理論の活用② 有松 

１０ 主要な看護理論と理論の活用③ 有松 

１１ 主要な看護理論と理論の活用④ 有松 

１２ 主要な看護理論と理論の活用⑤ 有松 

１３ 主要な看護理論と理論の活用⑥ 有松 

１４ 主要な看護理論と理論の活用⑦ 有松 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
担当する講師の時間比率による終講試験・レポート 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学① 看護学概論  
 著：茂野香おる 医学書院 ISBN:978-4-260-02181-4 
◇看護倫理 : よい看護･よい看護師への道しるべ 改訂第２版  
 編：小西恵美子 南江堂 ISBN:978-4-524-26412-4 
◇看護覚え書き  
 訳：薄井坦子 現代社 ISBN:978-4-87474-142-9 
◇看護の基本となるもの  
 著：ヴァージニア・ヘンダーソン 日本看護協会出版会 ISBN:978-4-8180-1226-4 
※担当者の指示による文献 

参考

図書 
講義の中で紹介します 

学生へ

メッセージ 
看護理論家は私たちの大先輩にも値します。その理論を学ぶことで、みなさんの看護の基盤が育ち、

看護の視野を広くし、自分の看護を深めていく道しるべにしていきましょう。 
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専門分野Ⅰ 
基礎看護学援助論Ⅰ 

対人関係成立の技術 
１単位 30時間 1 学年前期 講師名 井上 順子 

授業目標 

 

１．人間関係成立の、発展的で効果的なコミュニケーションのための知識・技術・態度を理解する。 

２．看護におけるコミュニケーションの基礎を学び、看護での教育・指導の方法を理解する。 

 

授   業   計   画 

 １ 

１．看護技術を学ぶにあたって 

（１）技術とはなにか （２）看護技術の特徴 

（３）看護技術の範囲 （４）看護技術を適切に実践するための要素 

 

２ 

２．コミュニケーションとは 

（１）コミュニケーションの定義・意義と目的 

（２）コミュニケーションの構成要素と成立過程 

３ ３．コミュニケーションの構成要素と成立過程 

４ ４．ロールプレイング、自己分析・自己理解 

５ 
５．関係構築のためのコミュニケーションの基本 

（１）接近性コミュニケーションの原理 （２）接近的行動と非接近的行動 

６ 
６．効果的なコミュニケーションの技術  

（１）コミュニケーションの技法 

７ 
（２）情報収集の技術（問診、面接） 

説明の技術 

８ 
７．看護におけるコミュニケーション、意義・目的・対象について 

アサーティブネスについて効果的なコミュニケーションの実際 

９ ８．看護におけるコミュニケーション役割と看護実践の過程 

１０ ９．看護コミュニケーションの展開 

１１ 

演習 
コミュニケーション 

１２ 

演習 

１３ １０．コミュニケーション障害がある人への対応 

１４ 全体まとめ 

１５ 終 講 試 験 

評価 

方法 
終講試験 90％  レポート 10％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ 

 著：茂野香おる  医学書院 ISBN:978-4-260-01999-6 

参考 

図書 

考える基礎看護技術Ⅰ 編：坪井良子，松田たみ子 ヌーベェルヒロカワ  

ISBN：978－4－902085－09－9 

学生へ 
メッセージ 

ロールプレイングを行い、コミュニケーションの重要性、自己の特徴を理解していきます。 

コミュニケーションスキルをアップし、話し上手・聴き上手を目指しましょう。DVD使用 
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専門分野Ⅰ 
基礎看護学援助論Ⅱ 

療養環境に関する技術 
１単位 30時間 1 学年前期 講師名 陣内 真剛 

授業目標 

１．人間にとっての環境の意味を理解し、健康的な生活環境を整えるための知識と援助方法を習得する。 

２．感染予防の基本的知識および、感染予防を推進する技術を習得する。 

授   業   計   画 

１ 

１．療養生活の環境 

 １）環境の意義 

 ２）環境を整える技術 

 （１）快適さ （２）病室の環境 （３）病室を整える （４）環境のアセスメント 

２ 
２．援助の実際 

   ・ベッド周囲の環境整備 ・病床を整える ・マトレス、枕の条件 

３ 

演習 

３．ベッドメーキングの実際 

   ・リネンのたたみ方 

４ 

演習 

援助の実際 ベッドメーキング 

・クローズドベッド 

５ 

演習 

援助の実際 ベッドメーキング 

・オープンベッド 

６ 

演習 

援助の実際   

・ベッドメーキング 

 ７ 

演習 

援助の実際 

・ベッドメーキング 

 

 ８ 

演習 
実技試験 ベッドメーキング 

 

 

９ 

演習 

１０ 

３．感染防止の技術 

  １）感染予防の基礎知識 

   （１）感染成立の条件  （２）感染を予防するためのプロセス （３）院内感染の防止 

２）感染性廃棄物の取り扱い 

１１ ３）スタンダードプリコーション    ・標準予防策の基礎知識 

１２ 

４）感染経路別予防策 

５）洗浄・消毒・滅菌 

６）無菌操作          

（１）無菌操作の基礎知識  

１３ 

演習 

 

４．対策の実際 

   ・衛生学的手洗い ・個人防護用具  ・無菌操作 

 

１４ 

演習 

１５ 終 講 試 験 

評価 

方法 
終講試験 80％ 実技試験 20％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ 

  著：任和子 医学書院 ISBN:978-4-260-01579-0 

参考 

図書 

看護技術プラクティス［第３版 動画付き］ 

 監修：竹尾惠子 学研 978-4-7809-1202-9 

学生へ 

メッセージ 

ベッドメーキングは実技試験があります演習後の自己演習が必須です。計画的に自己演習を行うよ

うに。演習前の事前学習は確実に行うこと。 
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専門分野Ⅰ 
基礎看護学援助論Ⅲ 

安楽・活動と休息に関する技術 
１単位 30時間 1 学年前期 講師名 

楠野 眞由美 

井上 順子 

授業目標 

 

１．ボディメカニクスの基本原理を理解し、安全・安楽な体位でケアできる基本的な方法を学ぶ。  

２．活動（運動）・休息の意義を理解し、安楽な体位の援助技術を習得する。 

３．医療安全の基本的知識を理解し、防止方法を習得する。 

授   業   計   画 担当教員 

１ 

１．基本的活動の援助 

 １）基本的活動の基礎知識 

  （１）よい姿勢 （２）ADL  (３)ボディメカニクス 

楠野 

２ 
 ２）体位 

  （１）基本体位 （２）特殊体位 
楠野 

３ 
 ３）体位変換 

   ・援助の基礎知識    
楠野 

４ 

演習 
援助の実際 体位変換 楠野 

５ 

演習 

６ 

 ４）移動 援助の基礎知識 

   ・車椅子 

     ・杖歩行 

楠野 

７ 

演習 
援助の実際 移乗・移送 

    ・車椅子 

・ストレッチャー 

・杖歩行 

楠野 
８ 

演習 

９ 
２．苦痛の緩和・安楽確保技術 

  １）体位保持（ポジショニング）の基礎知識 
楠野 

１０ 
３．睡眠・休息の援助 

   睡眠の基礎知識 
井上 

１１ 

演習 
援助の実際 

   ・体位保持（ポジショニング） 
井上 

１２ 

演習 

１３ ２）罨法の基礎知識 井上 

１４ 
援助の実際 

   ・罨法（温罨法・冷罨法） 
井上 

１５ 終 講 試 験 

評価 

方法 
終講試験９０％ レポート１０％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ 

著：任和子 医学書院 ISBN:978-4-260-01579-0 

参考 

図書 

看護技術プラクティス［第３版 動画付き］ 

 監修：竹尾惠子 学研 978-4-7809-1202-9 

学生へ 

メッセージ 
演習では患者の体験から相手の立場に立ち、よりよい援助を考えていきましょう。 

事前学習をして演習に臨んでください。 
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専門分野Ⅰ 
基礎看護援助論Ⅳ 

清潔・栄養・排泄に関する技術 
１単位 30時間 1 学年前期 講師名 

楠野 眞由美  

上垣内 啓子 

授業目標 

１．人間の基本的欲求のひとつである清潔や衣生活について理解し、基本的欲求を充足するための基礎的 

知識・および援助技術を習得する。 

２．栄養と食事のニーズ・排泄のニーズを充足するための基礎的知識および援助技術を習得する。 

授   業   計   画 担当教員 

１ 

 清潔・衣生活の基本 

①健康な生活における清潔・衣生活の意義  ②衣生活の援助の必要性 

③衣類選択と管理における援助       ④衣類着脱の援助方法と留意点 

 ⑤衣類の着脱の援助におけるアセスメントの視点 

楠野 

２  身体の清潔 

① 身体の清潔の意義 ②援助方法と援助方法の選択 
楠野 

３  援助の実際 

①洗髪 
上垣内 

４ 

演習 
 ケリ―パッドを使用した臥床患者の洗髪の援助 上垣内 

５ 

演習 

６ ②入浴・全身清拭 楠野 

７ 

演習 
 臥床患者の全身清拭・寝衣交換の援助  楠野 

８ 

演習 

９ 

演習 
部分浴 手浴・足浴の援助    上垣内 

１０ 

演習 
援助の実際  食事介助 

援助の実際  口腔ケア             
上垣内 

１１ 

演習 

１２ 
排泄援助技術について 

① 排泄の意義とメカニズム、アセスメントの方法 
楠野 

１３

演習 
床上での排尿・排便の援助 

①尿器・便器              ②おむつを用いた援助  

 ③ポータブルトイレ・トイレでの援助   ④陰部洗浄    
楠野 

  

１４

演習 

１５ 終 講 試 験  

評価

方法 
終講試験 90％ レポート 10％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ 

  著：任和子 医学書院 ISBN:978-4-260-01579-0 

参考

図書 

看護技術プラクティス［第３版 動画付き］ 

 監修：竹尾惠子 学研 978-4-7809-1202-9 

学生へ
メッセージ 演習では手順をしっかりと自分のものにして臨んでください。 
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専門分野Ⅰ 
基礎看護学援助論Ⅴ 

観察技術（フィジカルアセスメント） 
１単位 30時間 1 学年後期 講師名 井上 順子 

授業目標 

 

看護の視点から対象者を身体的・心理的・社会的存在としてとらえ、ヘルスアセスメントを行うために必要

な、生命徴候及び身体的健康状態をアセスメンできる基礎的知識・技術を習得する。 

1. ヘルスアセスメントの意義目的を理解することができる。 

2. 心理的アセスメント、社会的アセスメント、バイタルサイン及び系統的フィジカルアセスメントの実際

について学ぶ。 

3. バイタルサイン、計測、フィジカルアセスメントの技術について演習を通して身につけることができる。 

4. 習得した技術を看護に結び付けていく態度を養う。 

 

授   業   計   画 

１ ヘルスアセスメントとは       1)ヘルスアセスメントの意義と目的 

２ 健康歴とセルフケア能力のアセスメント 

３ 全体の概要  1)全身状態の把握   2)心理・社会状態のアセスメント 

４ バイタルサインの観察とアセスメント 1)バイタルサインとは 2)基礎知識と測定法 

５ 

演習 
バイタルサイン：健康歴、全身状態、 

６ 

演習 
バイタルサイン：体温・脈拍・呼吸・血圧 

７ 

演習 

８ 計測  ・身長・体重・皮下脂肪厚・腹囲・ 

９ フィジカルアセスメント 1)フィジカルアセスメントの目的・基礎知識 

１０ 
系統別フィジカルアセスメント  

1)呼吸系 2)循環器系 3)乳房・腋窩 4)腹部 5)筋・骨格系 6)神経系 7)頭頸部 8)感覚器 

１１ 

演習 
フィジカルアセスメント：呼吸器 

フィジカルアセスメント：循環器 
１２ 

演習 

１３ 

演習 
フィジカルアセスメント：乳房・腋窩、腹部 

フィジカルアセスメント：神経系 ほか 
１４ 

演習 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 100％ 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ 

 著：茂野香おる  医学書院 ISBN:978-4-260-01999-6 

参考

図書 

◇看護技術プラクティス［第３版 動画付き］ 

 監修：竹尾惠子 Gakken 978-4-7809-1202-9 

学生へ

メッセージ 
技術習得のためには体験を通して感覚的に理解しながら「身につける」学習となるようにしましょう。

そのため、繰り返し技術練習を行い、より正確に観察できるための自己学習をしてください。 
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専門分野Ⅰ 
基礎看護学援助論Ⅵ 

検査・与薬に関する技術 
１単位 30時間 1 学年後期 講師名 

岩﨑 仁美 

上垣内 啓子 

授業目標 

 

1.与薬における看護師の役割を学び、与薬の基礎知識・援助方法を理解し、与薬の援助技術を習得する。 

2.皮膚損傷を管理する知識を理解し、創傷技術の実際を学ぶ 

3.診察・検査・処置時の看護師の役割を学び、処置・検査の援助を学ぶ。 

授   業   計   画 担当教員 

１ 
1.与薬の技術 

1）与薬の基礎知識 

岩﨑 

２ 
2）経口与薬  3）吸入 4）点眼 5）点鼻 6）経皮的与薬 7）直腸内与薬  

３ 

４ 

8）注射    9）輸血管理 
５ 

６ 

演習 

 

2.注射の実際 

  1）皮下注射 ７ 

演習 

８ 

演習 
  2）筋肉注射 

９ 

演習 

１０ 
3.創傷管理技術 

1）創傷管理の基礎知識   2）創傷処置   3）褥瘡予防 

上垣内 １１ 

4.症状・生体機能管理技術 

  1）症状・生態機能管理技術の基礎知識        2）検体検査  

3）生体情報のモニタリング 

１２ 
5.診察・検査・処置の介助技術 

  1）診察の介助  2）生体検査  3）穿刺の介助  4）洗浄の介助 

１３ 

演習 

 

6.検体検査の実際 

1）静脈血採血 
岩﨑 

１４ 

演習 

１５ 終 講 試 験 

評価 

方法 
終講試験９０％ レポート１０％ 

テキ 

スト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ 

  著：任和子 医学書院 ISBN:978-4-260-01579-0 

参考 

図書 

◇看護技術プラクティス［第３版 動画付き］ 監修：竹尾惠子 学研 978-4-7809-1202-9 

◇看護技術 DVD学習支援シリーズ 安全で確かな与薬① 編：高屋尚子 インターメディカ 

 ISBN:978-4-89996-177-2 

◇看護技術 DVD学習支援シリーズ 安全で確かな与薬② 編：高屋尚子 インターメディカ 

 ISBN:978-4-89996-206-9 

◇看護学学習辞典(第 3版)監修：大橋優美子(ほか) 学研メディカル秀潤社 

ISBN:978-4-05-152392-3 

学生へ 

メッセージ 事前学習の根拠と留意点を理解し、演習に臨みましょう。 
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専門分野Ⅰ 
基礎看護学援助論Ⅶ 

看護過程 
１単位 30時間 1 学年後期 講師名 

 畑島  由美子 

有松  実里 

授業目標 

 看護を行う上での思考過程として概要を学び、看護の対象者がもつ問題を明確にして解決していく過程を習得する。 

授  業  計  画 担当教員 

1 看護過程の構成要素と基盤となる考え方 有松 

2 看護過程の各段階 アセスメント（ヘンダーソンの枠組み・ゴードンの枠組み） 

 患者の把握の方法として 
有松 

3 

4 看護過程の各段階 アセスメントの統合と関連図 有松 

5 看護過程の各段階 看護問題の明確化・看護計画立案・実施 有松 

6 
看護過程の各段階 看護実践の評価・要約／看護記録について 有松 

7 

8 事例展開演習の進め方  事例紹介 アセスメントの視点 有松 

9 事例展開演習‐アセスメント‐  アセスメントと関連図の視点 有松 

10 
事例展開演習‐アセスメント･関連図‐ 畑島 

11 

12 事例展開演習‐統合・看護診断‐ 畑島 

13 
事例展開演習‐計画立案‐ 畑島 

14 

15 事例展開演習‐評価・看護要約‐ 畑島 

評価 

方法 
小テスト（30％） 演習提出状況（20％） 事例展開（50％） 

テキ 

スト 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ著：茂野香おる 医学書院 ISBN:978-4-260-01999-6 

◇ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断 編：江川隆子 ヌーヴェルヒロカワ 

ISBN:978-4-86174-067-1 

◇看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践 [第４版］著：秋葉公子[他] ヌーヴェルヒロカワ 

 ISBN:978-4-86174-056-5 

◇基準看護計画 第 2版  照林社 

◇NANDA－Ⅰ 看護診断―定義と分類 2015-2017 原書第 10版 原書編：T.ヘザー・ハードマン，上鶴重美  

医学書院 ISBN:978-4-260-02088-6 

参考 

図書 
看護過程に沿った対症看護 

学生へ 

メッセージ 

看護を実践していく上で軸となるものです。1回 1回の授業を大切にして、課題に取り組んでくだ

さい。 
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専門分野Ⅰ 
基礎看護学援助論Ⅶ 

看護過程 
１単位 30時間 2 学年前期 講師名 

 畑島 由美子 

有松 実里 

授業目標 

 看護を行う上での思考過程として概要を学び、看護の対象者がもつ問題を明確にして解決していく過程を

習得する。 

授  業  計  画 担当教員 

1 看護過程の構成要素と基盤となる考え方 有松 

2 看護過程の各段階 アセスメント（ヘンダーソンの枠組み・ゴードンの枠組み） 

 患者の把握の方法として 
有松 

3 

4 看護過程の各段階 アセスメントの統合と関連図 有松 

5 看護過程の各段階 看護問題の明確化・看護計画立案・実施 有松 

6 
看護過程の各段階 看護実践の評価・要約／看護記録について 有松 

7 

8 事例展開演習の進め方  事例紹介 アセスメントの視点 有松 

9 事例展開演習‐アセスメント‐  アセスメントと関連図の視点 有松 

10 
事例展開演習‐アセスメント･関連図‐ 畑島 

11 

12 事例展開演習‐統合・看護診断‐ 畑島 

13 
事例展開演習‐計画立案‐ 畑島 

14 

15 事例展開演習‐評価・看護要約‐ 畑島 

評価 

方法 
小テスト（30％） 演習提出状況（20％） 事例展開（50％） 

テキ 

スト 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ著：茂野香おる 医学書院 ISBN:978-4-260-01999-6 

◇ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断 編：江川隆子 ヌーヴェルヒロカワ 

ISBN:978-4-86174-067-1 

◇看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践 [第４版］ 著：秋葉公子[他] ヌーヴェルヒロカワ 

ISBN:978-4-86174-056-5 

◇基準看護計画 第 2版  照林社 

◇NANDA－Ⅰ 看護診断―定義と分類 2015-2017 原書第 10版 原書編：T.ヘザー・ハードマン，上鶴重美  

医学書院 ISBN:978-4-260-02088-6 

参考 

図書 
看護過程に沿った対症看護 

学生へ 

メッセージ 

看護を実践していく上で軸となるものです。1回 1回の授業を大切にして、課題に取り組んでくだ

さい。 
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専門分野Ⅰ 基礎看護学援助論演習 １単位 30時間 2 学年前期 講師名 上垣内 啓子 

授業目標 

 

１．看護を必要とする対象の疾患、症状、治療、処置を関連づけ、看護技術のエビデンスに基づき、基本 

技術・援助技術を統合し、援助を実践するための基礎的能力を習得する。 

 

授   業   計   画 

１ 
 排泄困難を訴える患者の援助 

① 間欠的導尿 ② 持続的導尿（膀胱留置カテーテル）  

２ 
排泄困難を訴える患者の援助 

① 摘便 ②浣腸 ③ストーマ 

３ 

演習 
援助の実際 

① 浣腸      

４ 

演習 
 援助の実際 

① 導尿      

５ 
 呼吸困難を訴える患者の看護 

① 酸素吸入療法   （カニューラ・マスク・中央配管式・酸素ボンベ使用） 

６ 
 呼吸困難を訴える患者の看護 

① 人口呼吸器を装着した患者の看護  

７ 吸引を必要とする患者の看護 

８ 

演習 
吸引（モデル人形・口腔内・鼻腔内・気管内） 

排痰ケア（体位・タッピング・ハッフィング・スクウィ―ジング） 

吸入（ドライパウダー吸入・加圧式定量噴霧吸入・ネブライザー使用） 
９ 

演習 

１０ 
嚥下困難を訴える患者の看護 

① 経鼻経管栄養法 ②経瘻管栄養法 ③非経口栄養法 

１１ 

演習 
モデル人形を使用しての  経鼻経管栄養法 

１２ 

演習 

１３ 救急救命処置の基礎知識 

１４ 全体まとめ 

１５ 終 講 試 験 

評価方

法 
終講試験 90％ レポート 10％ 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ 

  著：茂野香おる  医学書院 ISBN:978-4-260-01999-6 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ 

   著：任和子 医学書院 ISBN:978-4-260-01579-0 

参考図

書 

看護技術プラクティス［第３版 動画付き］ 

 監修：竹尾惠子 学研 978-4-7809-1202-9 

学生へ 

メッセージ 
根拠を考えながら演習をイメージして、授業に取り組みましょう 
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専門分野Ⅱ 
成人看護学概論 

看護の対象と目的 
１単位 30時間 1 学年後期 講師名 藤堂 由里 

授業目標 

 

1．成人期の特徴、心理的・社会的特徴と発達段階の特徴が理解できる。 

2．成人期の保健の動向が理解できる。  

3．成人期における健康障害の特徴とその対応策、予防策が理解できる。 

4．健康レベルからみた成人看護の特徴が理解できる。  

5．成人看護学で用いられる代表的な看護理論を理解できる。 

 

授   業   計   画 

１ 

成人の成長・発達過程 

 ①生涯発達  ②発達段階と発達課題 

成人各期の特徴 

 ①青年期   ②壮年期・中年期  ③向老期 

２ 
成人の生活状況 

 ①少子高齢化社会の進行 

３  ②職業環境  ③日常生活 食生活、運動習慣、肥満、喫煙・飲酒習慣 

４ 
小テスト 

成人保健の動向「成人期の健康状態」「成人期の受療状況」演習 

５ 成人保健の動向「成人期の健康状態」「成人期の受療状況」発表 

６ 生活習慣に関連する健康障害 

７ 成人保健の動向「生活習慣病と対策」演習 

８ 成人保健の動向「生活習慣病と対策」発表 

９ 
成人看護のアプローチ 

 ①成人の学習の特徴と看護     ②成人の保健行動を促す援助 

１０ 
経過に基づく患者の看護 

 ①急性期         ②慢性期 

１１ ③リハビリテーション期  ④終末期 

１２ 

小テスト 

成人看護に使用される理論・モデル 

①自己効力理論  ②ストレス理論 

１３  ③アンドラゴジー  ④アドヒアランス 

１４ 退院支援の看護技術 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 80%、小テスト 20% 

テキ 

スﾄ 
◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学① 成人看護総論 著：小松浩子 医学書院 ISBN:978-4-260-01806-7 

参考

図書 

◇看護過程に沿った対症看護  監修：高木永子 学研メディカル秀潤社 ISBN:978-4-7809-1025-4 

◇疾患別看護過程の展開 第４版 監修：山口瑞穂，関口恵子 学研   ISBN:978-4-7809-1065- 

◇国民衛生の動向 

学生へ

メッセージ 

事前・事後学習が重要になるので、主体的に取り組みましょう。 

事前学習：事前に教科書を読み、授業計画に示した代表的な疾患の治療、検査、看護のポイントをお

さえておきましょう。 

事後学習：事前に整理したポイントを講義で学習した内容を踏まえて追加、修正しましょう。 

小テストを 4，12でします。20問(10分)でします。 
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専門分野Ⅱ 
成人看護学援助論Ⅰ 

生活行動に障害のある患者の看護 
１単位 30時間 2 年生前期 講師名 

藤堂 由里 

畑島 由美子 

授業目標 

1．生活行動に障害のある患者の特徴、看護の役割が理解できる。 

2．各機能障害にある患者を総合的に理解し、予測される問題や解決のための基本的な看護援助方法が理解で

きる。  

 

授   業   計   画 担当 

１ 障害がある人の生活とリハビリテーション 藤堂 

２ 
脳・神経機能障害のある患者の看護 

脳・神経疾患患者の特徴、看護の役割 
藤堂 

３ 主な症状と病態生理 ①高次機能障害、②運動機能障害、③感覚機能障害 藤堂 

４ 脳梗塞患者の看護 藤堂 

５ 

小テスト 

循環機能障害のある患者の看護 

循環器疾患患者の特徴、看護の役割 

藤堂 

６ 主な症状と病態生理 ①胸痛、②呼吸困難、③浮腫、④チアノーゼ、⑤動悸、⑥失神 藤堂 

７ 慢性心不全患者の看護① 藤堂 

８ 慢性心不全患者の看護② 藤堂 

９ 
身体防御機能障害のある患者の看護、運動機能障害のある患者の看護 

SLE,リウマチ患者の看護 
藤堂 

１０ 

小テスト 

栄養代謝能障害のある患者の看護 

主な症状と病態生理 ①腹痛、②吐血・下血、③腹部膨満、④腹水、⑤黄疸、⑥肝性脳症 

畑島 

１１ 肝炎患者の看護 畑島 

１２ 肝硬変患者の看護 畑島 

１３ 
消化吸収機能障害のある患者の看護 

膵炎患者の看護 
畑島 

１４ 
小テスト 

潰瘍性大腸炎 
畑島 

１５ 終 講 試 験  

評価

方法 
終講試験 80%、小テスト 20% 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学① 成人看護総論 著：小松浩子 医学書院 ISBN:978-4-260-01806-7 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑦ 脳・神経    著：竹村信彦  医学書院 ISBN978-4-260-01369-7 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学③ 循環器       著：吉田俊子  医学書院  ISBN978-4-260-01987-7 
◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑤  消化器       著：松田明子 医学書院 ISBN978-4-260-02000-7 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑪ アレルギー膠原病感染症 著：岩田健太郎 医学書院 
ISBN978－4－260－01370－7 

参考

図書 

◇看護過程に沿った対症看護  

  監修：高木永子 学研メディカル秀潤社 ISBN:978-4-7809-1025-4 

◇疾患別看護過程の展開 第４版 

  監修：山口瑞穂，関口恵子 学研 ISBN:978-4-7809-1065-0 

学生へ

メッセージ 

事前・事後学習が重要になるので、主体的に取り組みましょう。 

事前学習：事前に教科書を読み、授業計画に示した代表的な疾患の治療、検査、看護のポイントをお

さえておきましょう。 

事後学習：事前に整理したポイントを講義で学習した内容を踏まえて追加、修正しましょう。 

小テストを 5，10，14でします。20問(10分)でします。 
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専門分野Ⅱ 
成人看護学援助論Ⅱ     

周手術期にある患者の看護 
１単位 30時間 ２学年前期 講師名 髙﨑 栄子 

授業目標 

  1.手術侵襲による生体反応を理解することができる。       

    2．術前・術中・術後に応じた看護の役割を理解することができる。     

    3．主要な術後合併症の要因、患者への影響、予防的ケア・対処ケアを理解することができる。  

    4．手術後の自己管理に関する援助を理解することができる。     

授   業   計   画 

１ 

周手術期看護の概論                                           

①周手術期における看護師の役割    ②インフォームドコンセント    ③周手術期における安全管理            

④手術侵襲による生体反応 / 創治癒      ⑤外科感染症     

２ 術前看護の実際  ①手術前オリエンテーション    ②身体準備     ③手術室入室                                                  

３ 術中看護の実際  ①術中の安全管理 ②麻酔方法による影響と援助  ③手術体位とその影響  

４ 
術後看護の実際                                         

①術直後のモニタリング  ②身体状況のアセスメント  ③早期離床の促進  ④術後疼痛管理  

５ 術後看護の実際  ④- 1術後合併症予防の発生機序/予防と対処       

６ 術後看護の実際  ④- 2術後合併症予防の発生機序/予防と対処   

７ 
術式による特徴的な手術看護                                    

１）－①消化・吸収機能障害のある患者の看護 / 開腹術（胃） 

８ １）－②消化・吸収機能障害のある患者の看護 / 開腹術（大腸） 

９ １）－③消化・吸収機能障害のある患者の看護 / ストーマ造設 

１０ ２）－①呼吸機能障害のある患者の看護 / 開胸術（肺）/ 胸腔内ドレナージ管理 

１１ ３）－①循環機能障害のある患者の看護 / PCI(冠動脈) 

１２ ４）－①脳・神経機能障害のある患者の看護 / 脳室ドレナージ管理   

１３ ①その他特徴的な手術看護 / 腹腔鏡下手術  ②手術後の自己管理に向けた援助 

１４ 
周手術期看護に必要な看護技術 

離床の進め方/弾性ストッキング/臍処置/輸液ポンプ・シリンジポンプ 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験（90％）レポート（10％）   

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論  

著：矢永勝彦，小路美喜子 医学書院 ISBN:978-4-260-01088-7" 

◇系統看護学講座 別巻 臨床外科看護各論  

著：北島政樹，江川幸二 医学書院 ISBN:978-4-260-01093-1" 

参考

図書 

◇周手術期看護論 編：雄西智恵美，秋元典子 ヌーヴェルヒロカワ ISNM: 978-4-86174-060-2 

◇ナーシングキャンバス 2015 Vol.3 No.12（雑誌）  

学生へ

メッセージ 

成人看護学援助論Ⅱは周手術期の看護を学びます。看護を理解するには解剖生理、病態の理解は必須

です。専門基礎分野（胃がん、大腸がん、肺がん、脳腫瘍、心筋梗塞を中心）の復習をして下さい。

復習の仕方は授業で伝えます。    
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専門分野Ⅱ 
成人看護学援助論Ⅲ 

緩和ケアを必要とする患者の看護 
１単位 30時間 2 学年後期 講師名 畑島 由美子 

授業目標 

 

1．終末期・緩和ケア・ホスピスケアの定義、理念、制度、倫理的課題について理解できる。 

2．痛みが患者に与える影響と、症状の緩和方法を理解できる。  

3．がん医療、がん治療の基本的な考え方、がん治療の対する看護が理解できる。 

4．白血病患者の病態生理、アセスメントに必要な観察ポイント、看護ケアのポイントを理解できる。 

授   業   計   画 

１ 人生の最期のときを支える看護  終末期医療、全人的苦痛 

２ 痛みをもつ患者のケア      痛みに対する薬剤の活用とその副作用対策 

３ がん医療の現在         がんの病態と臨床経過 

４ がん患者の看護         がん患者の苦痛・合併症に対するマネジメント 

５ がん患者の看護         がん患者の心理的サポート 

６ 
小テスト 

がん治療に対する看護      手術療法 

７ がん治療に対する看護      薬物療法 

８ がん治療に対する看護      放射線療法 

９ 
小テスト 

造血機能障害を持つ患者の看護  白血病をもつ患者の看護① 

１０ 白血病をもつ患者の看護② 

１１ がん治療に対する看護      造血幹細胞移植の看護① 

１２ 造血幹細胞移植の看護② 

１３ 
小テスト 

がん治療の場と看護 

１４ 看取りの援助 風習に根付く死後の処置のあり方 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 80%  小テスト 20% 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学① 成人看護総論 著：小松浩子 医学書院 ISBN:978-4-260-01806-7 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学④ 血液・造血器  著：飯野京子 医学書院 ISBN978-4-260-02001-7 

◇系統看護学講座 別巻 がん看護学                       著：小松浩子  医学書院 ISBN:978-4-260-01581-3 

参考

図書 

◇看護過程に沿った対症看護  監修：高木永子 学研メディカル秀潤社 ISBN:978-4-7809-1025-4 

◇疾患別看護過程の展開 第４版 監修：山口瑞穂，関口恵子 学研   ISBN:978-4-7809-1065-0 

◇成人看護学 緩和・ターミナルケア看護論 著：鈴木志津枝，内布敦子 ヌーヴェル HIROKAWA 

 ISBN: 978-4861740442 

学生へ

メッセージ 

事前・事後学習が重要になるので、主体的に取り組みましょう。 

事前学習：事前に教科書を読み、授業計画に示した代表的な疾患の治療、検査、看護のポイントをお

さえておきましょう。 

事後学習：事前に整理したポイントを講義で学習した内容を踏まえて追加、修正しましょう。 

小テストを 6，9，13でします。20問(10分)でします。 
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専門分野Ⅱ 

成人看護学援助論Ⅳ

生命の危機状態にある 

患者の看護 

１単位 30時間 ２学年後期 講師名 髙﨑 栄子 

授業目標 

 1．生命危機状態にある対象の身体的特徴を理解する。       

2．生命危機状態にある対象および家族の心理、社会的特徴を理解する。    

3．救命救急時の基本的技術を習得する。       

4．クリティカルな場における看護師の役割を理解する。      

授   業   計   画 

１ 急性期看護の特性 

①救急看護の概念と現状 ②看護師に求められる能力と場の特徴 ③急性期にある人とその家族の特徴" 

２ ショック状態にある患者の看護/播種性血管内凝固を合併した患者の看護    

３ 急性の循環機能障害のある患者の看護 

     循環機能障害患者の特徴と看護師の役割"      

４ 急性の循環機能障害のある患者の看護/急性心筋梗塞                                   

５ 急性の生体防御機能障害のある患者の看護    ①熱傷     

６                       ②急性中毒      

７ 急性の脳・神経機能障害のある患者の看護 /くも膜下出血                                                                                                               

８ 集中治療下での看護                          ① 呼吸管理/人工呼吸器装着中の患者の看護  

９        ② 体液・循環管理/①体液バランスと循環のモニタリング  ②心臓カテーテル・中心静脈圧   

    ③心理・精神的支援                                                              

１０ 
事例展開 ： グループワーク   事例紹介/ ①看護計画作成 

                                     ②グループ発表                                      
１１ 

１２ 

１３ 救急処置法の実際                  BLS（成人、小児・幼児、乳児） 

                           ALS (成人） １４ 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験（80％）レポート（20％）      

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論 著：矢永勝彦，小路美喜子   医学書院 ISBN:978-4-260-01088-7 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学② 呼吸器 著：川村雅文     医学書院 ISBN:978-4-260-01096-2 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学③ 循環器 著：吉田俊子     医学書院 ISBN:978-4-260-01987-3  

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ成人看護学④ 血液・造血器 著：飯野京子 医学書院 ISBN:978-4-260-02001-5  

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑦ 脳・神経 著：吉岡成人   医学書院 ISBN:978-4-260-01988-0  

参考

図書 

◇疾患別看護過程の展開 第４版 監修：山口瑞穂子，関口恵子 学研 ISBN:978-4-7809-1065-0      

◇ナーシンングキャンバス 2015 Vol.3 No.12（雑誌）      

学生へ

メッセージ 

急性期看護は異常の早期発見と合併症予防が重要です。そこで解剖生理・病態の理解は看護の根拠づ

けとして必要な知識となってきます。専門基礎分野（ショック、ＤＩＣ、心筋梗塞、熱傷、急性中毒

（農薬・一酸化酸素）、くも膜下出血）の復習をして下さい。苦手意識をもたない。わからないこと

がわかった時は嬉しいものです。これが学びの喜びです。苦手を減らしましょう。知ろう！学ぼう！

という意識が重要な鍵です。主体的な学習を心がけること。    
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専門分野Ⅱ 
成人看護学援助論Ⅴ 

生涯にわたり健康コントロールを

必要とする対象者の看護 

１単位 30時間 2 学年前期 講師名 藤堂 由里 

授業目標 

 

1．慢性病患者の「病みの軌跡」、セルフケアマネジメント、セルフケアマネジメント支援を理解する。 

2．慢性腎不全、糖尿病患者への代表的な看護技術が理解できる。 

3．糖尿病患者の事例を通して、看護過程を展開できる。 

4．慢性腎不全、糖尿病患者の患者指導をパンフレットの作成を通して個別性を踏まえて行うことができる。 

 

授   業   計   画 

１ 
健康生活の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護①  

慢性的な健康状態の揺らぎを持つ患者の理解 

２ 

健康生活の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護②  

慢性病患者のたえまない取り組み、セルフケア         

 慢性病との共存の過程を支える看護 

３ 
成人の健康生活を促すための看護技術  

学習者である患者への看護技術 

４ 
慢性の内部環境調節障害のある患者の看護 

 甲状腺機能障害 

５ 

小テスト 

慢性の内部環境調節障害のある患者の看護 

慢性腎不全をもつ患者の看護① 疾患、治療 

６ 慢性腎不全をもつ患者の看護② 看護 血液透析、腹膜透析 

７ 慢性腎不全をもつ患者の看護③ パンフレット作成（シャント） 

８ 
慢性の代謝機能障害にある患者の看護  

糖尿病をもつ患者の看護① 疾患、治療、看護 

９ 
 小テスト 

糖尿病をもつ患者の看護② 事例提示、アセスメント 

１０ 糖尿病をもつ患者の看護③ 関連図 

１１ 糖尿病をもつ患者の看護④ 問題点抽出 

１２ 糖尿病をもつ患者の看護⑤ 看護計画立案 

１３   糖尿病をもつ患者の看護⑥ パンフレット作成（低血糖） 

１４ 患者指導 パンフレット(シャント、低血糖)を用いて発表 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 70%、レポート 20%、小テスト 10% 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学① 成人看護総論 著：小松浩子 医学書院 ISBN:978-4-260-01806-7 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑥ 内分泌・代謝 著：吉岡成人 医学書院 ISBN978-4-260-01988-7 
◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑧ 腎・泌尿器  著：河邊博史 医学書院 ISBN978-4-260-01091-7 

参考

図書 

◇看護過程に沿った対症看護  監修：高木永子 学研メディカル秀潤社 ISBN:978-4-7809-1025-4 

◇疾患別看護過程の展開 第４版 監修：山口瑞穂，関口恵子 学研   ISBN:978-4-7809-1065-0 

学生へ

メッセージ 

事前・事後学習が重要になるので、主体的に取り組みましょう。 

事前学習：事前に教科書を読み、授業計画に示した代表的な疾患の治療、検査、看護のポイントをお

さえておきましょう。 

事後学習：事前に整理したポイントを講義で学習した内容を踏まえて追加、修正しましょう。 

小テストを 5，9でします。20問(10分)でします。 
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専門分野Ⅱ 
老年看護学概論 

看護の対象と目的 
１単位 30時間 1 学年後期 講師名 三藤 恭子 

授業目標 

１．高齢者を取り巻く社会の動向を理解する。 

２．高齢者の身体的、心理的、社会的特徴を理解する。 

３．高齢社会における保健医療福祉制度や施策を理解する。 

４．老年看護の役割と機能、看護活動の場を理解する。  

授  業  計  画 

１ 老いるということ     ①加齢と老化 ②身体的・心理的・社会的側面の変化 

２ 老いを生きるということ  ①ライフヒストリー ②死生観 ③スピリチュアリティ 

３ 老年期の発達課題     ①エリクソン  ②ペック  ③ハヴィガースト 

４ 高齢社会の統計的輪郭 

５ 高齢社会における保健医療福祉の動向  

 ①ソーシャルサポート ②介護保険制度  ③高齢者医療制度 ６ 

７ 
高齢社会における権利擁護  ①スティグマ  ②エイジズム  ③アドボカシー 

 ④高齢者虐待  ⑤身体拘束  ⑥成年後見制度 ⑦日常生活自立支援事業 

８ 老年看護のなりたち  老年看護の定義 

９ 老年看護の役割    ①老年看護の特徴  ②理論・概念の活用 ③老年看護に携わる者の責務 

１０ 身体の加齢変化とアセスメント 

 ①看護師が行うアセスメント 

 ②皮膚とその付属器 ③視聴覚とその他の感覚  ④循環系  ⑤呼吸器 

⑥消化・吸収  ⑦ホルモンの分泌 ⑧泌尿生殖器と性  ⑨運動系 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 高齢者疑似体験・発表 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

授業後に授業内容について小テストを実施する 

授業の理解を小テスト（10％）・レポート（20％）・終講試験（70％）で総合評価する 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 著：北川公子 医学書院 ISBN:978-4-260-01815-9 

◇国民衛生の動向 

参考

図書 

◇ﾅｰｼﾝｸﾞｸﾞﾗﾌｨｶ 老年看護学② 高齢者看護の実践 編：堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり 

メディカ出版 ISBN：978-4-8404-5380-6 

学生へ

メッセージ 

2025年の高齢化率最高の時期に向けて老年看護の質は看護全体の質の評価になります。 

優しさ、共感力だけでなく、しっかりとした知識に基づいた全体論的な看護の視点を定めてくださ

い。 
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専門分野Ⅱ 
老年看護学援助論Ⅰ 

老年期の日常生活援助 
１単位 30時間 2 学年前期 講師名 難波 美保子 

授業目標 

 ・高齢者の日常生活機能を整えるために必要な看護について理解する。 

  ・高齢者の特性をふまえた援助方法を理解する。 

授  業  計  画 

１ 高齢者によくみられる身体症状とアセスメント１  ①発熱②痛み③瘙痒④脱水 

２ 高齢者によくみられる身体症状とアセスメント２  ⑤嘔吐⑥浮腫⑦倦怠感 

３ 日常生活を支える基本的活動 ①基本動作と環境のアセスメントと看護 

４ 日常生活を支える基本的活動 ②転倒のアセスメントと看護 

５ 日常生活を支える基本的活動 ③廃用症候群のアセスメントと看護 

６ 食事・食生活 ①食生活に着目する意義 ②高齢者に特徴的な変調 

７ 食事・食生活 ③摂食・嚥下機能のアセスメントと看護 ④食事に対する看護 

８ 排泄  ①排泄ケアの基本姿勢 ②排泄障害のアセスメントと看護 

９ 排泄  ③排尿障害のアセスメントと看護 ④排便障害のアセスメントと看護 

１０ 清潔  ①清潔の意義  ②高齢者に特徴的な変調  ③清潔のアセスメント  ④清潔の看護 

１１ 

生活リズム ①高齢者と生活リズム ②高齢者に特徴的な変調 ③生活リズムのアセスメント ④看護 

コミュニケーション ①高齢者とのコミュニケーションの特徴とかかわり方 

          ②高齢者におこりやすいコミュニケーション障害 

          ③コミュニケーション障害のアセスメントと看護 

１２ 保健医療福祉施設における看護 

１３ 高齢者と医療安全 

１４ 高齢者と救命救急・高齢者と災害看護 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
授業内で適宜実施する小テスト(10％） 終講試験（90％）で評価を行う 

テキ

スト 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 著：北川公子 医学書院 ISBN:978-4-260-01815-9 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護 病態・疾患論 著：鳥羽研二 医学書院 ISBN：978-4-260-01804-3 

参考

図書 

◇生活機能からみた 老年看護過程＋病態・生活機能関連図  

編：山田律子，萩野悦子，井出訓 医学書院 ISBN:978-4-260-01564-6 

◇根拠と事故防止からみた 老年看護技術 編集：亀井智子 医学書院 ISBN:978-4-260-02498-3 

学生へ

メッセージ 

高齢者が日常生活を送る上でさまざまな障害となる症状を整えることにより高齢者の QOLの向上が

図られます。 
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専門分野Ⅱ 
老年看護学援助論Ⅱ 

老年期の健康障害時の看護 
１単位 30時間 2 学年前期 講師名 三藤 恭子 

授業目標 

１．高齢者に特有な健康障害を理解する。 

２．健康障害に応じた援助方法を理解する。  

授  業  計  画 

１ 
薬物療法を受ける高齢者の看護 ①加齢に伴う薬物動態の変化 ②服薬管理  

                               ③リスクマネジメント 

２ リハビリテーションを受ける高齢者の看護  ①意義と特徴  ②生活機能向上につなぐ看護 

３ 受療形態に応じた高齢者への看護  

４ 
疾患を持つ高齢者の看護 ①骨粗鬆症 

             ②骨折 

             ③うつ病 

             ④せん妄 

             ⑤認知症 

             ⑥パーキンソン病 

             ⑦感染症（肺炎、結核、インフルエンザ、ノロウイルス） 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 
高齢者の死にかかわる権利の擁護  

  ①終末期の捉え方  ②アドバンスディレクティブ ③リビングウィル 

１２ 高齢者の終末期における看護  ①家族の参加と支援  ②チーム支援の意義と役割 

１３ 終末期看護の実践  

１４ 介護する家族の生活と健康、介護する家族への看護 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
授業の理解をレポート（20％）・終講試験(80％）で総合評価する  

テキ 

スト  

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 著：北川公子 医学書院 ISBN:978-4-260-01815-9 

◇ﾅｰｼﾝｸﾞｸﾞﾗﾌｨｶ 老年看護学② 高齢者看護の実践 編：堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり 

メディカ出版 ISBN：978-4-8404-5380-6 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護 病態・疾患論 著：鳥羽研二 医学書院 ISBN：978-4-260-01804-3 

参考

図書 
老年看護学 概論と看護の実践第 5版 編：奥野茂代，大西和子 ヌーヴェルヒロカワ ISBN：978-4-86174-055-8  

学生へ

メッセージ 

老年看護学は、老年期にある人の病気や障害のみ焦点をあてるのではなく、健康特性、健康障 

害を理解し、それに伴う生活障害を理解する。教科書による予習や講義中に配布した資料等 

の復習を行い高齢者の看護実践を考えながら講義に臨む。 
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専門分野Ⅱ 
老年看護学援助論Ⅲ 

老年期の健康障害時の援助技術(看護過程) 
１単位 30時間 2 学年後期 講師名 栗森 寿恵 

授業目標 

 

 ・事例をもとに健康障害をもつ高齢者の看護問題を理解する。 

  ・事例をもとに健康障害をもつ高齢者の看護過程を展開する基礎的能力を養う。 

授  業  計  画 

１ 高齢者の特徴を活かした看護過程の考え方 

  ①高齢者が望む生活を中心とした看護過程 

  ②生活行動モデルによる看護過程 

  ③目標志向型思考の看護過程 ２ 

３ 

事例①認知症のある高齢者 

４ 

５ 

事例②大腿骨頸部骨折の高齢者 ６ 

７ 

８  終 講 試 験 

評価

方法 
 小テスト（20％） 看護過程演習（80％）  

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 著：北川公子 医学書院 ISBN:978-4-260-01815-9 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護 病態・疾患論 著：鳥羽研二 医学書院 ISBN：978-4-260-01804-3 

参考

図書 

◇生活機能からみた 老年看護過程＋病態・生活機能関連図  

編：山田律子，萩野悦子，井出訓 医学書院 ISBN:978-4-260-01564-6 

◇根拠と事故防止からみた 老年看護技術 編集：亀井智子 医学書院 ISBN:978-4-260-02498-3 

◇基礎看護学援助論Ⅶ（看護過程）で使用したテキスト類 

学生へ

メッセージ 

高齢者に対して看護を展開する上で軸となる思考過程のトレーニングです。毎時間を大切に学習

していきましょう。 
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専門分野Ⅱ 
小児看護学概論 

看護の対象と目的 
１単位 30時間 １学年後期 講師名 郷木 義子 

授業目標 

１.小児の成長発達と発達課題を理解する。 

２.小児のヘルスプロモーションと看護を理解する。 

３.小児をとり巻く社会状況と動向を理解する。 

授   業   計   画 

１ 子どものイメージ 

２ 乳幼児期の子どもの成長発達と発達課題 

３ 乳幼児期の子どもの成長発達と発達課題 

４ 学童・思春期の子どもの成長発達と発達課題① 

５ 学童・思春期の子どもの成長発達と発達課題② 

６ 学童・思春期の子どもの成長発達と発達課題③ 

７ 成長・発達の原則と発育・発達の評価 

８ 子どものヘルスプロモーションと看護 －乳幼児－ 

９ 子どものヘルスプロモーションと看護 －学童－ 

１０ 子どものヘルスプロモーションと看護 －思春期・青年期－ 

１１ 子どもと家族 －子どもにとっての家族とは－ 

１２ 小児をとり巻く社会状況と動向① －小児を保護する法律・子どもの権利保障・子どもと家族の諸統計－ 

１３ 小児をとり巻く社会状況と動向② －児童の健全育成と子育て支援・虐待防止 － 

１４ 

小児をとり巻く社会状況と動向③ －生活スタイル・食事・遊びの変化・IT 社会が子どもに与える影響－ 

小児医療と看護の変遷、今後の課題 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

レポートの提出 30％ 

終講試験 70％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学① 小児看護学概論・小児臨床看護総論  

著：奈良間美保[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02002-2 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門分野Ⅱ 
小児看護学援助論Ⅰ 

小児の療養環境と看護 
１単位 30時間 ２学年前期 講師名 中家 明美 

授業目標 

  １ 健康障害が子どもと家族に及ぼす影響について理解し、子どもと家族への援助を学ぶ   

  ２ 子どもの成長発達や健康上の課題に応じた看護を理解する。     

授   業   計   画 

１ 

第 1章 病気・障害を持つ子どもと家族の看護      

 ①病気・障害が子ども・家族に与える影響      

第 2章 子どもの状況（環境）に特徴づけられる看護      

 ①病気・障害が子ども・家族に与える影響      

２ 
 ②外来における子どもと家族の看護      

  救急外来における子どもと家族の看護      

３  ③在宅療養中の子どもと家族の看護      

 ④災害時の子どもと家族の看護      ４ 

 

５ 

第 3章 子どもにおける疾病の経過と看護      

 ①慢性期にある子どもと家族の看護      

 ②急性期にある子どもと家族の看護      

６ 
 ③周手術期の子どもと家族の看護      

 ④終末期に子どもと家族の看護      

７ 
第 4章 子どものアセスメント      

 ①バイタルサイン ②身体的アセスメント      

８ 
第 5章 症状を示す子どもの看護      

 ①嘔吐 ②下痢      

９ 
第 5章 症状を示す子どもの看護      

 ③発熱 ④疼痛      

１０ 
第 5章 症状を示す子どもの看護      

 ⑤脱水 ⑥呼吸困難      

１１ 
第 5章 症状を示す子どもの看護      

 ⑦けいれん ⑧意識障害      

１２ 
第 5章 症状を示す子どもの看護      

 ⑨発疹      

１３ 

第 7章 障害のある子どもと家族の看護      

 ①障害のとらえ方      

 ②障害のある子どもと家族の特徴      

 ③障害のある子どもと家族の社会的支援      

１４ 

第 8章 子どもの虐待と看護      

 ①子どもの虐待とは      

 ②リスク要因と発生予防・早期発見      

 ③子どもの虐待に特徴的に見られる状況      

 ④求められるケア      

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
 終講ﾃｽﾄ 100%      

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学① 小児看護学概論・小児臨床看護総論  

 著：奈良間美保 医学書院 ISBN:978-4-260-02002-2  

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 
子どもの成長発達と健康障害を持つ子どもとその家族について学び、援助方法を考えましょう。 

日ごろから子どもの健康に関心を持ち、情報収集しましょう。    
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専門分野Ⅱ 
小児看護学援助論Ⅱ 

小児の主な疾患と看護 
１単位 30時間 ２学年前期 講師名 中家 明美 

授業目標 

１ 小児期に多い疾患、小児特有な疾患の病態生理を理解する。     

２ 小児の疾患や症状に対する診断・治療について理解する。     

３ 小児に必要な看護を理解する。       

授   業   計   画 

１ 第 1章 染色体異常・胎内環境により発症する先天異常と看護      

 ①染色体異常（ダウン症候群、18トリソミーなど） ②出生前診断      

２ 

第 2章 新生児疾患と看護      

 ①新生児の看護      

 ②新生児仮死、低酸素性虚血性脳症、先天性心疾患、呼吸窮迫症候群、メレナ    

  新生児一過性多呼吸症、胎便吸引症候群、無呼吸発作、新生児黄疸、頭蓋内出血、低出生体重児  

３ 

第 3章 代謝性疾患と看護      

 ①新生児ﾏｽｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、先天性代謝異常、代謝性疾患（１型糖尿病）    

第 4章 内分泌疾患と看護      

 ①内分泌器官とフィードバック機構、下垂体疾患、甲状腺疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患など  

４ 

第 5章 免疫疾患・アレルギー疾患・リウマチ性疾患と看護      

 ①気管支喘息、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー      

第 7章 呼吸器疾患と看護      

 ①かぜ症候群、急性気管支炎、肺炎、急性喉頭炎      

５ 第 6章 感染性疾患と看護      

 ①子どもの感染に関する基礎知識 ②主な疾患（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、インフルエンザ、結核など 

６ 第 8章 循環器疾患と看護      

 ①先天性心疾患 ②川崎病 ③後天性心疾患 ④突然死など      

７ 
第 9章 消化器疾患と看護      

 ①食道閉鎖症、肥厚性幽門狭窄症、腸重積、胆道閉鎖症      

 ②急性胃腸炎、感染性胃腸炎など      

８ 

第 10章 血液・造血器と看護  第 11章 悪性新生物と看護      

 ①貧血、特発性血小板減少性紫斑病など      

 ②急性リンパ性白血病、急性骨髄性白血病など      

 ③小児がん      

９ 第 12章 腎・泌尿器および生殖器疾患と看護      

 ①急性腎炎、ネフローゼ症候群など  ②停留睾丸など      

１０ 

第 13章 神経疾患と看護        

 ①けいれん性疾患（てんかん、熱性けいれん） ②髄膜炎 ③脳性麻痺    

第 14章 運動器疾患と看護      

 ①先天性股関節脱臼、先天性内反足、先天性斜頸 ②骨折      

１１ 
第 15章 皮膚疾患と看護 ①湿疹、皮膚炎など       

第 16章 眼疾患と看護 ①弱視 ②結膜炎など      

第 17章 耳鼻咽喉疾患と看護 ①中耳炎 ②副鼻腔炎など      

１２ 第 18章 精神疾患と看護      

 ①発達障害 ②神経症 ③統合失調症 ④その他      

１３ 第 19章 事故・外傷と看護      

 ①子どもの事故の原因とその要因 ②主な事故・外傷と看護      

１４ 小児救急看護学演習      

 ①救急蘇生法      

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
 終講ﾃｽﾄ  100%      

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学① 小児看護学概論・小児臨床看護総論  

著：奈良間美保 医学書院 ISBN:978-4-260-02002-2  

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 子ども特有の疾患の病態生理、治療を理解し、必要な看護を学びましょう。   
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専門分野Ⅱ 

小児看護学援助論Ⅲ 

疾患・障害を持つ小児と家族の

援助技術（看護過程） 

１単位 15時間 ２学年後期 講師名 中家 明美 

授業目標 

 

  １ 子どもの検査・処置が安全安楽に行える援助技術を養う。     

  ２ 事例をもとに健康障害を持つ子どもの看護過程を展開する基礎能力を養う。  

   

授   業   計   画 

１ 第 6章 検査、処置を受ける子どもの看護      

 ①採血  ②腰椎穿刺  ③骨髄穿刺  ④点滴固定法 ⑤輸液管理など    

２ プレパレーション、ディストラクション      

 ①プレパレーションとは      

 ②プレパレーションの実際 

３ 手作り玩具の作成 

４ 看護過程の展開 

５  ①事例をもとに情報の整理、アセスメント、関連図の作成、看護計画を立案する。 

６ グループワーク 

７  ②発表 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講テスト 100％      

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学① 小児看護学概論・小児臨床看護総論  

著：奈良間美保 医学書院 ISBN:978-4-260-02002-2  

参考

図書 
授業で紹介します。 

学生へ

メッセージ 
プレパレーション、ディストラクション、手作り玩具は小児看護学実習で活用します。 

楽しみながら作成しましょう。      
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専門分野Ⅱ 
母性看護学概論 

看護の対象と目的 
１単位 30時間 ２学年前期 講師名 神津 トミ子 

授業目標 

  女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看護の基礎的な知識と技術を習得し、次世代の健

全育成を目指す看護について理解する。 

授   業   計   画 

１ 1. セクシュアリティ・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ 

２ 2. 母性及び父性の役割 

３ 3. 母性看護の対象と目標 

４ 

4. 母性看護活動の担い手 

   ①母性看護活動の場 

   ②母性看護活動の担い手の役割 

５ 5. 母性看護におけるプライマリーヘルスケア 

６ 6. 母性看護における倫理的問題 

７ 7. 女性のライフサイクル 

８ 
①生殖器の形態。機能 

   ②妊娠と胎児の性分化 

９ ③母性看護の対象を取り巻く環境 

１０ 
④女性のライフサイクルと家族 

⑤母性の発達・成熟・継承 

１１ 
8. 女性のライフステージ各期の健康問題 

   ①思春期  ②成熟期 

１２ ③更年期  ④老年期 

１３ 
9．母性看護における看護過程 

   ①母性看護における対象把握（情報収集/アセスメント） 

１４ ②看護診断／看護目標／具体的活動／看護実践／評価 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

終講試験 (90％) 

小テスト・レポート(10パーセント) 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学① 母性看護学概論   

著：森恵美[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02188-3 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門分野Ⅱ 

母性看護学援助論Ⅰ  
妊産褥婦・新生児の 

生理機能 

１単位 30時間 ２学年前期 講師名 江口 勝人 

授業目標 

妊産婦のマタニティサイクル各期における身体的・心理的・社会的特徴及び、新生児の身体的・心理的・

社会的特徴を理解する。 

授   業   計   画 

１ 1. 妊娠期の身体のしくみ 

２ 
①妊娠の定義 

②妊娠のメカニズム 

３ ③胎児の成長・発達 

４ ④妊娠時の母体の変化 

５ 2. 分娩の生理 

６ 
①分娩の定義 

②分娩の３要素 

７ ③分娩のメカニズム 

８ ④分娩進行の評価 

９ 3. 産褥の経過 

１０ 

①性器の復古 

   ②全身の回復 

   ③月経の発来 

   ④乳汁分泌生理 

１１ 4. 新生児の特徴 

１２ 
   ①定義 

   ②医学的な新生児区分 

１３ 5. 子宮外環境への適応 

１４ 

呼吸器系・循環器系・体温の維持・免疫系 

消化器系・代謝・行動・神経系・水と電解質 

筋・骨格系・血液凝固  

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 100％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学② 母性看護学各論  

著：森恵美[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02179-1 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門分野Ⅱ 
母性看護学援助論Ⅱ 

妊産褥婦の看護と周産期にある 

ハイリスクの看護 

１単位 30時間 2 学年前期 講師名 岩崎 仁美 

授業目標 

 

1. 女性のライフサイクルにおける対象の身体的、心理的、社会的変化をウェルネスの視点から理解する。 

2. 周産期（妊娠・分娩・産褥期）における対象のセルフケアと健康障害の予防や健康増進を促す看護援助を

理解する。 

3. 新生児の母体外生活適応過程と看護援助を理解する。 

4. 母と子の関係、役割適応過程や家族形成への援助を理解する。 

5. 周産期（妊娠・分娩・産褥期）における異常とその看護援助を理解する。 

授   業   計   画 

１ 女性のライフサイクルにおける周産期 

２ 妊娠期における看護 ①妊娠期の身体的特性 ②妊娠期の心理・社会的特性 

３ 妊娠期における看護 ③妊婦と胎児のアセスメント ④妊婦と家族の看護 

４ 妊娠期における看護 ⑤親になるための準備、保健指導 

５ 分娩期における看護 ①分娩の要素・経過 ②分娩期における産婦の身体的・心理・社会的変化 

６ 分娩期における看護 ③産婦・胎児・家族のアセスメント ④産婦と家族の看護 

７ 分娩期における看護 ⑤分娩期の看護の実際  

８ 分娩期における看護 ⑥帝王切開術の看護 

９ 新生児における看護 ①新生児の生理 ②新生児のアセスメント 

１０ 新生児における看護 ③新生児の看護 ④退院時の看護 

１１ 産褥期における看護 ①産褥期の身体・心理・社会的変化 ②褥婦のアセスメント 

１２ 産褥期における看護 ③褥婦と家族の看護  ④退院時の看護 

１３ 妊娠・分娩の異常と看護 

１４ 新生児・産褥の異常と看護 

１５ 終 講 試 験 

 

評価

方法 

 

終講試験 100％ 

テキ 

スﾄ 

 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学② 母性看護学各論 

著：森恵美  医学書院 ISBN:978-4-260-02179-1" 

 

参考

図書 

アセスメントスキルを習得し質の高い周産期ケアを追求する母性看護学Ⅱ周産期各論 

編：有森直子 医歯薬出版株式会社 ISBN:978-4-263-23669-7 

 

学生へ

メッセージ 

 

女性のライフサイクルの大きなイベントである出産における周産期の看護を、ウェルネスの視点で展

開するために幅広い学習を必要としています。 
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専門分野Ⅱ 

母性看護学援助論Ⅲ 

妊産褥婦・新生児の 

援助技術(看護過程) 

１単位 15時間 ２学年前期 講師名 押目 公子 

授業目標 

褥婦・新生児の看護、周産期にある対象の事例を通して、対象を統合された存在として理解し、健康レベ

ルに応じて科学的根拠に基づいた援助ができる基礎的能力を養う。 

授   業   計   画 

１ 
１. マタニティサイクルにおける看護過程 

    マタニティサイクルにおける看護過程の特徴 

２ 

１・２. 事例から看護を学ぶ、分娩当日の事例 

アセスメントの視点 

①基礎的情報 

   ②分娩経過 

   ③心理的対応と対処行動 

   ④基本的ニーズとセルフケア行動 

   ⑤母親役割・家族関係の内容理解 

３ ３ 看護上の問題点の明確化 

４ ４ 看護計画 

５ 

５・６. 沐浴 

６ 

７ 

７. 事例から看護を学ぶ 

   ①新生児事例 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 100％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学② 母性看護学各論 

著：森恵美[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-02179-1                       

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門分野Ⅱ 
精神看護学概論 

看護の対象と目的 
１単位 15時間 １学年後期 講師名 有本 妥美 

授業目標 

精神看護の展開を理解することができ、精神看護臨地実習における実践を通じての学びを更に深めるため

の基礎とすることができる。 

授   業   計   画 

１ 

・「心のケア」と現代社会、・精神看護学とその課題、・精神障害とはどういうものか、・個別性と普遍性 

・精神看護に携わるということ、・精神看護学の基本的な考え方 

[精神の健康と障害] 

・精神の健康とは、・精神障害の体験、・精神障害のとらえ方 

２ 

 

[人間の心の働き] 

・人間の心の諸活動、・心のしくみと人格の発達、・心の健康とストレス 

 

３ 

 

[関係のなかの人間] 

・全体としての家族、・人間と集団 

 

４ 

 

[精神科で出会う人々] 

・精神を病むことと生きること、・精神症状の状態像、・精神障害の診断と分類 

 

５ 

 

[精神科での治療] 

・精神科における治療、・薬物療法・電気けいれん療法、・精神療法、・環境療法・社会療法 

 

６ 

 

[社会のなかの精神障害] 

・精神障害と治療の歴史、・日本における精神医学・精神医療の流れ、・精神障害と文化、・精神障害と社

会学、・精神障害と法制度 

７ 

 

講義１～６回のまとめと振り返り 

 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 
受講単位（時間），聴講態度，講義終了時ペーパーテスト 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学① 精神看護の基礎 

著：武井麻子[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01588-2 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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専門分野Ⅱ 
精神看護学概論 

看護の対象と目的 
１単位 15時間 ２学年前期 講師名 有本 妥美 

授業目標 

精神看護の展開を理解することができ、精神看護臨地実習における実践を通じての学びを更に深めるため

の基礎とすることができる。 

授   業   計   画 

１ 

・「心のケア」と現代社会、・精神看護学とその課題、・精神障害とはどういうものか、・個別性と普遍性 

・精神看護に携わるということ、・精神看護学の基本的な考え方 

[精神の健康と障害] 

・精神の健康とは、・精神障害の体験、・精神障害のとらえ方 

２ 

 

[人間の心の働き] 

・人間の心の諸活動、・心のしくみと人格の発達、・心の健康とストレス 

 

３ 

 

[関係のなかの人間] 

・全体としての家族、・人間と集団 

 

４ 

 

[精神科で出会う人々] 

・精神を病むことと生きること、・精神症状の状態像、・精神障害の診断と分類 

 

５ 

 

[精神科での治療] 

・精神科における治療、・薬物療法・電気けいれん療法、・精神療法、・環境療法・社会療法 

 

６ 

 

[社会のなかの精神障害] 

・精神障害と治療の歴史、・日本における精神医学・精神医療の流れ、・精神障害と文化、・精神障害と社

会学、・精神障害と法制度 

 

７ 

 

講義１～６回のまとめと振り返り 

 

８ 終 講 試 験 

評価

方法 
受講単位（時間），聴講態度，講義終了時ペーパーテスト 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学① 精神看護の基礎  

著：武井麻子[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01588-2、 

◇系統看護学講座 専門分野② 精神看護の展開  

著：武井麻子 医学書院 ISBN:978-4-260-01589-9 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 精神看護学に興味や関心をもってもらえるよう、一緒に協働して学びを深めましょう！ 
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専門分野Ⅱ 
精神看護学援助論Ⅰ 

精神疾患の理解と治療 
１単位 30時間 ２学年前期 講師名 有本 妥美 

授業目標 

 

精神看護援助論を理解し、精神看護臨地実習における実践を通じての学びを更に深めるための基礎となる。 

 

授   業   計   画 

１ 
[ケアの人間関係] 

・ケアの前提、・ケアの原則、・ケアの方法 

２ 
[ケアの人間関係] 

・関係をアセスメントする、・患者―看護師関係でおこること、・チームのダイナミクス 

３ 
[精神科における看護の役割] 

・入院治療の意味を理解する、・治療的環境を作る、・安全をまもる 

４ 
[精神科における看護の役割] 

・緊急事態に対処する、・回復を助ける 

５ 
[身体をケアする] 

・精神科における身体のケア、・身体にあらわれる心の痛み、・精神科に治療と身体のケア 

６ 

[身体をケアする] 

・日常から気を付けておきたい身体合併症、・精神科における身体のケアの実際、・睡眠の援助、・心的外

傷をもつ患者への身体からはじまるケア 

７ 
[地域における精神看護] 

・地域で生活するための原則、・生活を支える制度 

８ 
[地域における精神看護] 

・地域での看護の実際 

９ 
[精神科以外での精神看護] 

・身体疾患と精神看護、・看護カウンセリング 

１０ 
[精神科以外での精神看護] 

・リエゾン精神看護、・コミュニティにおける精神保健・精神看護 

１１ 
[看護における感情労働と看護師のメンタルヘルス] 

・看護師のイメージ、・看護師の不安と防衛、・感情労働としての看護 

１２ 
[看護における感情労働と看護師のメンタルヘルス] 

・看護師の感情ワーク、・看護における共感の光と影、・感情労働の代償、・感情労働を生きのびるために 

１３ 講義 1～12の振り返り 

１４ 講義 1～12の振り返り 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

 

受講単位（時間），聴講態度，講義終了時ペーパーテスト 

 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学② 精神看護の展開 

著：武井麻子[ほか] 医学書院 ISBN:978-4-260-01589-9 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 精神看護学に興味や関心をもってもらえるよう、一緒に協働して学びを深めましょう！ 
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専門分野Ⅱ 
精神看護学援助論Ⅱ 

精神看護の実際とその倫理 
1 単位 30 時間 2 学年前期 講師名 陣内 真剛 

授業目標 

 

1.精神看護の基本を理解する。 

2.こころの健康障害をもつ対象の社会復帰や自立に向けた援助を理解する。 

3.精神看護における対象の回復を支援する看護を理解する。 

 

授  業  計  画 

１ 

こころの健康障害を持つ対象の理解 

 ①精神障がいの歴史と法律 

 ②精神障がいの現状と倫理的側面 

 ③人権を守るために行う倫理的配慮 

２ 

 

３ 

精神科における看護の役割① 自己決定を支える援助 

 ①セルフケア 

 ②オレムアンダーウッドモデル 

 ③その人らしさを支える援助 

４ 

精神科における看護の役割② 生きる力と強さに着目した援助 

 ①ストレングス 

 ②リカバリ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

精神科における看護の役割③ 入院時の看護 

 ①入院治療の援助 

 ②安全な治療環境の援助 

 ③身体面のケア 

 ④リハビリテーション 

１０ 

精神に障がいをもつ対象の生活と看護① 

 ①統合失調症 

 ②気分（感情）障がい 

 

１1 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

精神に障がいをもつ対象の生活と看護② 

 ①幻覚、妄想の患者の看護 

 ②抑うつ状態の患者の看護 

 ③興奮状態の患者の看護 

 ④拒絶的な患者の看護 

 ⑤操作をする患者の看護 

 ⑥強迫行為のある患者の看護 

 ⑦摂食障がいの患者の看護 

 ⑧解離性障がいの患者の看護 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
終講試験 90％ レポート 10％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学② 精神看護の展開 

著：武井麻子〔ほか〕 医学書院 ISBN：978-4-260-01589-9 

参考

図書 

精神看護学Ⅱ 精神臨床看護学 第６版 

著：川野雅資編集 ヌーヴェルヒロカワ ISBN：978-4-86174-065-7 

学生へ

メッセージ 
講義資料は授業ごとに配布 

PP使用。授業前にプロジェクターの準備をしておくように 
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基礎分野 
精神看護学援助論Ⅲ 

精神障害のある患者の援助技術

（看護過程他） 

１単位 15時間 2 学年後期 講師名 陣内 真剛 

授業目標 

 

1.精神看護におけるコミュニケーション技術を理解する。 

2.プロセスレコードの再構成、考察する必要性を理解する。 

3.精神に障がいをもつ対象の健康状態に応じた看護を理解する。 

4.事例を用いてアセスメント・看護介入を理解する。 

 

授  業  計  画 

１ 

患者－看護師関係の実際 

患者－看護師関係技術の基礎要素 

２ 

ロールプレイングによる看護場面の考察 

 看護師役、患者役、観察者 

３ 

プロセスレコードの再構成 

患者、看護師関係の記録 

４ 

プロセスレコードの考察 

 患者の反応・言動の分析 

５ 

６ 

７ 

統合失調症の患者の看護過程の展開 

 ①患者のアセスメント 

 ②看護問題・看護目標 

 ③看護計画 

８ 看護過程の展開まとめ 

評価

方法 
レポート 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学② 精神看護の展開 

著：武井麻子〔ほか〕 医学書院 ISBN：978-4-260-01589-9 

参考

図書 

◇精神看護学Ⅱ 精神臨床看護学 第６版 

著：川野雅資編集 ヌーヴェルヒロカワ ISBN：978-4-86174-065-7 

◇精神看護学 第 2版 学生－患者のストーリーで綴る実習展開 

著：田中美恵子編集 医歯薬出版株式会社 ISBN：978-4-263-23673-4 

学生へ

メッセージ 

講義資料は授業ごとに配布 

PP使用。授業前にプロジェクターの準備をしておくように 
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統合分野 
在宅看護概論 

看護の対象と目的 
１単位 30時間 2 学年前期 講師名 栗森 寿恵 

授業目標 

 

 1.在宅看護の歴史や社会的背景を踏まえて地域保健医療福祉活動の全体像を理解し、地域で生活しながら療

養する人々及び障害を持ちながら生活する人々とその家族の特性を知り、在宅ケアを支えるシステムや社

会資源について理解する。 

 2.在宅看護活動に必要な基礎、基本的態度を習得する。 

 

授   業   計   画 

１ 
在宅看護とは 

在宅看護の対象者の特性と看護   

２ 

在宅看護の対象者としての家族 

①システム理論を用いた家族のとらえ方 ②家族アセスメント ③家族への援助 

④対象者と家族の権利保障 

３ 介護保険制度と訪問看護制度 

①訪問看護ステーションのしくみ ②訪問看護師の役割 

③医療保険制度と介護保険制度  ④居宅介護支援事業所のしくみ 
４ 

５  在宅ケアシステムと在宅ケアを支える制度と社会資源 

 ①地域包括ケアシステム ②地域連携クリティカルパス 

 ・演習：社会資源関連図の作成（個人ワーク） 
６ 

７ 在宅生活を支える他職種の連携 

・事例検討「退院して在宅療養へ」～医療機関の看護師・訪問看護師としてのかかわり～ ８ 

９  在宅における安全管理 

 ①事故防止 ②感染防止 ③転落防止 ④薬物による医療事故防止 

 ⑤家庭での廃棄物の処理 ⑥災害時の役割と備え 

１０ 

１１ 

１２ 
訪問看護師の倫理 

在宅訪問におけるコミュニケーションとマナー 

１３ 演習：ロールプレイ 

・事例「訪問看護師による初回訪問」 １４ 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

授業後に授業内容について随時、小テストを実施する 

終講試験（60％）・小テスト（20％）・レポート（20％） 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 統合分野 在宅看護論  著：河原加代子 医学書院 ISBN:978-4-260-01586-8 

 ◇国家試験対策基準対応 要点がわかる在宅看護論 

  編：河野由美  ピラールプレス出版 ISBN：978-4-86194-124-5 

参考

図書 

ナーシンググラフィカ 地域医療を支えるケア 在宅看護論 編：櫻井尚子，渡部月子，臺有桂 

メディカ出版 ISBN:978-4840449212 

学生へ

メッセージ 

今後ますます在宅看護の必要性が高まり、地域で疾患や障害を持ちながら生活する人たちの生活の質

を追求する上で看護の役割は重要であり、そのための責任や期待も大きいと言えます。よりよい在宅

生活への支援とは何かを共に考え学びましょう。介護保険制度について復習してから授業に臨んでく

ださい。 
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統合分野 
在宅看護論Ⅰ 

在宅療養者に関連する制度と展開 
１単位 15時間 2 学年前期 講師名 難波 美保子 

授業目標 

 

 1.在宅看護の対象、活動の場、看護活動の特徴について理解する。 

2.対象別に在宅療養者とその家族を対象とした看護の実際について理解する。 

 

授   業   計   画 

１ 

 

ケアマネジメントの実践 

情報収集からモニタリングまでの流れ 

 

２ 

 

訪問看護計画書の作成 

看護計画立案までの流れ 

 

３ 

 

４ 

 

 

在宅看護の実際 

①小児療養児の在宅看護 ②認知症療養者の在宅看護 ③障害者とその家族への支援 

 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

演習：グループワーク 

課題「自分たちの理想とする訪問看護ステーションを立ち上げる」 

グループ発表 

   

８ 

 

終講試験 

 

評価

方法 
終講試験（70％）・レポート（30％） 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 統合分野 在宅看護論  著：河原加代子 医学書院 ISBN:978-4-260-01586-8 

 ◇国家試験対策基準対応 要点がわかる在宅看護論 

  編：河野由美  ピラールプレス出版 ISBN：978-4-86194-124-5 

参考

図書 

ナーシンググラフィカ 地域医療を支えるケア 在宅看護論 編：櫻井尚子，渡部月子，臺有桂 

メディカ出版 ISBN:978-4840449212 

学生へ

メッセージ 

 

 

様々な状況で在宅療養をしている人々に対して、療養状況に応じた看護の提供ができるよう方法論を

学びます。また、保健医療福祉関係の制度は日々変化しています。興味・関心を持って新聞やニュー

スなどにも注目しておきましょう。在宅看護概論で既習した内容を活用してグループワークに取り組

みましょう。 
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統合分野 
在宅看護論Ⅱ 

在宅における日常生活援助技術と援助 
１単位 30時間 ２学年後期 講師名 

楠野 真由美 

江田 純子 

授業目標 

 

 在宅療養患者の日常生活を総合的に情報収集し、個々に応じた援助を見極めるためのアセスメントを行い、 

 求められる基本的看護技術・特殊な看護技術について修得する。 

 

授   業   計   画 担当教員 

１ 
在宅における看護技術 

① 食生活・嚥下に関する在宅看護技術 

楠野 

２ ② 排泄に関する在宅看護技術 

３ ③ 移動・移乗に関する在宅看護技術  

４ ④ 清潔に関する在宅看護技術 

５ 
在宅医療技術  

①褥瘡管 

６   ②経管栄養 

７   ③中心静脈栄養法 

８   ④ストーマ        ⑤尿道留置カテーテル 

９   ⑥在宅酸素療法 

１０ ⑦非侵襲的陽圧換気療法   ⑧在宅人工呼吸療法 

１１    ⑨CAPD          ⑩疼痛緩和 

１２ 

１３ 

１４ 

・認知症、精神疾患を患う療養患者のケア 

・難病、在宅酸素・人工呼吸器を使用している療養者のケア 

・癌、終末期の療養者のケア 

 （胃瘻管理、人工肛門、摘便、中心静脈栄養） 

江田 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
授業内で適宜実施する小テスト（10％）、終講試験 楠野（70%）・江田（20%） 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 統合分野 在宅看護論  著：河原加代子 医学書院 ISBN:978-4-260-01586-8 

 ◇国家試験対策基準対応 要点がわかる在宅看護論 

  編：河野由美  ピラールプレス出版 ISBN：978-4-86194-124-5 

参考

図書 

ナーシンググラフィカ 地域医療を支えるケア 在宅看護論 編：櫻井尚子，渡部月子，臺有桂 

メディカ出版 ISBN:978-4840449212 

学生へ

メッセージ 

 

在宅看護論Ⅱは在宅看護関連科目、既習した看護の基本や看護援助の方法を踏まえて、在宅で応用してい

く看護方法を学びます。事前学習として基本的援助技術の復習をして授業に臨みましょう。 
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統合分野 
在宅看護論Ⅲ 

在宅援助技術（看護過程） 
１単位１５時間 ３学年前期 講師名 難波 美保子 

授業目標 

 

１．在宅療養者とその家族の紙上事例に対する看護過程を展開する。 

２．在宅看護で必要とされる看護技術を理解する。 

 

授  業  計  画 

１ 

 

在宅における看護過程の展開 

 

２ 

 

事例 肺疾患による呼吸困難のある療養者とその家族の看護 

 

３ 

演習 

 

 在宅酸素療法に関する在宅看護技術演習 

 

４ 

 

事例 慢性疾患による服薬管理が必要な高齢者とその家族の看護 

 

５ 

演習 

 

 インスリン自己注射法に関する在宅看護技術演習 

 

６ 

 

演習発表 

 

７ 

 

演習発表 

 

８ 

 

まとめ 

 

評価

方法 
レポート（ １００％ ） 

テキ 

スﾄ 

◇系統看護学講座 統合分野 在宅看護論  著：河原加代子 医学書院 ISBN:978-4-260-01586-8 

 ◇国家試験対策基準対応 要点がわかる在宅看護論 

  編：河野由美  ピラールプレス出版 ISBN：978-4-86194-124-5 

参考

図書 

 

ナーシンググラフィカ 地域医療を支えるケア 在宅看護論 編：櫻井尚子，渡部月子，臺有桂 

メディカ出版 ISBN:978-4840449212 
 

学生へ

メッセージ 

 

在宅での療養生活に対する理解を深め、療養者とその家族のイメージを膨らませながら、 

より健康的な暮らしのために必要な看護の過程について学びましょう。 

各事例の疾患（病態・症状・治療）については自己学習しておきましょう。 

 

 



88 

 

統合分野 医療安全 １単位 30時間 2 学年後期 講師名  

授業目標 

 １．人間行動とヒューマンエラーの概念を理解する 

 ２．医療事故が発生しないようにリスク感性を習得する 

 ３．チーム医療の一員として、安全を守るための役割を理解する 

授   業   計   画 

１ 

１．医療安全を学ぶ意義 

 ①医療安全管理とリスクマネジメントの歴史と動向 

 ②医療におけるリスクマネジメント 

２ 
 ③ヒューマンエラーと行動モデル 

 ④医療職の責務 

３ 

２．医療事故の考え方 

 ①医療事故と看護業務  

②看護事故の構造  

③看護事故防止の考え方 

４ 

３．業務領域を超えて共通する間違いと発生要因 

 ①患者間違い      

②発生要因 

５ 
４．診療の補助業務に伴う事故防止（１） 

 ①患者に対して「投与する業務」における事故防止 

６ 
 ②注射業務と事故防止 

 ③注射業務に用いる機器の事故防止 

７ 

 ④輸血業務の事故防止   

⑤内服与薬業務と事故防止    

⑥経管栄養業務と事故防止 

８ 
５．診療の補助業務に伴う事故防止（２） 

 ①チューブ管理と事故防止 

９ 

６．療養上の世話における事故防止 

 ①療養上の世話における事故の考え方   

②転倒転落事故防止 

１０ 
 ③誤嚥・異食事故防止     

④入浴中の事故防止 

１１ 
７．医療安全とコミュニケーション 

 ①事故を防ぐコミュニケーション 

１２  ②医療チームの一員として取り組むコミュニケーション 

１３ 
８．組織としての医療安全対策 

 ①事故分析演習 

１４  ②ＫＹＴ（危険予知訓練） 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 
筆記試験  100％で評価する 

テキ 

スﾄ 
系統看護学講座 統合分野 医療安全 著：川村治子  医学書院 ISBN:978-4-260-01914-9 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ 医療安全についてグループワークを通しながら学んでいきましょう。 
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統合分野 看護管理 １単位 30時間 ３学年前期 講師名 

石本 傳江 

国富 由美子 

近藤 温子 

授業目標 

 保健医療施設などにおける組織的看護サービス・管理の本質を学び、管理的思考や医療機関を取り巻く環

境の変化と看護管理への影響について理解する。 

授   業   計   画 担当教員 

１ 
看護とマネジメント 

看護管理学、マネジメントとは、看護におけるマネジメント 
近藤 

２ 

チーム医療 

看護業務の実践 

看護サービスのマネジメント 

看護サービスのマネジメント 

(組織として看護サービスをマネジメントする) 

組織目的達成のマネジメント 

(組織としての目的を達成するためのマネジメント) 

看護サービス提供のしくみづくり 

国富 ３ 

４ 

５ 

人材のマネジメント 

施設・設備環境のマネジメント 

物品のマネジメント 

情報のマネジメント 

組織におけるリスクマネジメント 

サービス評価 

近藤 

６ 

７ 看護を取り巻く諸制度 

① 看護の定義 ② 看護職 ③ 看護実践の領域と場 ④ 医療制度 
国富 

８ 

９ 臨床現場における看護管理を学ぶ 

① 臨床現場における看護管理とは 

② 事例でとらえる実際的なマネジメントの方法からみる看護管理 

近藤 
１０ 

１１ 看護ケアのマネジメント 

看護ケアのマネジメントと看護職の機能 

患者の権利の尊重 

① 患者の権利 ②インフォームドコンセント 

石本 
１２ 

１３ 

１４ 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

【石本】 終講試験  100% 

【近藤】 終講試験  100% 

【国富】 終講試験  100% 

テキ 

スﾄ 

系統看護講座 統合分野 看護の統合と実践① 看護管理  

著：上泉和子 医学書院 ISBN:978-4-260-01573-8 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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統合分野 災害・国際看護学 １単位 30時間 ３学年前期 講師名 
ＡＭＤＡ 

近藤 麻里 

授業目標 

 １．地域を守るための防災対策や看護について学び、看護師としての役割を理解する。 

２．災害や世界の保健・医療の現状を知り、国際救援活動と国際看護活動における看護の必要性と役割につい

て理解する。 

授   業   計   画 担当教員 

１ 災害について理解  
（ＡＭＤＡ） 

岩本 
２ 災害医療の捉え方   災害への対応 

３ 被災者対応に応じた災害看護 
（ＡＭＤＡ） 

柴田 
４ 災害と心のケア 

５ AMDAの人道支援活動の理念と展開 
（ＡＭＤＡ） 

難波 
６ 東日本大震災の実際の活動  緊急時～復興支援 

７ トリアージ法 災害教育 様々な連携 
（ＡＭＤＡ） 

竹谷 
８ 災害時対応シミュレーション 

９ 南海トラフ地震を見据えた医療チーム派遣準備について 

ＡＭＤＡ 

１０ 自治体、医療機関、様々な部門の連携 

１１ 

世界の災害の現状 

国際救援活動  ① 基本となる考え方 ② 救援活動システム 

③ 救援活動を行う上での看護の役割と注意事項 

近藤 
１２ 

保健看護からみた世界の現状 

① 世界の現状 ② 保健看護に関する世界 ③ 国際協力のしくみと関連する法律 

１３ 

国際看護への理解 

① 多文化、異文化  ② 国際看護の概念 ③ 看護の対象と活動内容 

④ 日本における国際看護活動 ⑤ 世界の看護師不足 

１４ 国際看護活動の実際 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

(70％)【AMDA】最終日のレポート 100％ 

(30％)【近藤】小テスト 30パーセント、終講試験 50％、レポート 20％ 

テキ 

スﾄ 

系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践③ 災害看護学・国際看護学 

著：浦田喜久子(他) ISBN: 978-4-260-02005-3 

参考

図書 
 

学生へ

メッセージ  
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統合分野 看護研究 １単位 30時間 ２学年後期 講師名 江口 瞳 

授業目標 

看護の知の探究と看護研究の意義について考察し、研究計画書の立案過程をとおして看護研究のプロ

セスの基礎を学ぶ。 

１．「なぜ、看護研究が必要とされるのか」への問い 

２．研究デザインと特徴を理解する。 

３．看護研究における倫理的配慮について理解する。 

４．調査研究のプロセスの基本的事項について、演習をとおして理解する。 

５．事例検討と事例研究のプロセスの基本的事項について、演習をとおして理解する。 

６．研究論文作成のプロセスの基本的事項について理解する。 

   

授   業   計   画 

１ 研究とは 

２ 「なぜ、看護研究が必要とされるのか」への問い 

３ 専門職と看護研究 

４ 研究デザインと特徴 

５ 看護研究と倫理的配慮 

６ 調査研究のプロセス 

７ 研究課題の設定 

８ 先行研究のクリティーク 

９ 調査研究の方法 

１０ 質問紙の作成 

１１ 成果発表 

１２ 質的研究のプロセス 

１３ 事例研究のプロセス 

１４ 事例研究のまとめ 研究論文作成 

１５ 終 講 試 験 

評価

方法 

①筆記試験（70％） 

②グループ演習による調査研究まとめ（15％） 

③事例研究レポート（15％） 

テキ 

スﾄ 
資料配布 

参考

図書 

系統看護学講座 別巻≫ 

看護研究(近刊) 2016年 2月発売予定 

著者：坂下玲子／宮芝智子／小野博史 ISBN978-4-260-02182-1 

学生へ

メッセージ  
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統合分野 統合看護演習 １単位 30時間 ３学年前期 講師名 栗森 寿恵 

授業目標 

 

１．緊急・突発要件の発生時に適切な判断力・対応力を身につける。     

２．複数課題での総合的な判断力・対応力を身につける。  

      

授   業   計   画 

１ 安全確保に関する事例：ハイリスク環境下での安全な看護を提供するための判断力・実践力を高める  

 ・ＫＹＴ（危険予知トレーニング） ２ 

３ 院内感染予防の事例：院内感染の予防対策を立案、実施できる能力を高める 

 ・ＫＹＴ（危険予知トレーニング） ４ 

５ 患者・家族への対応事例：患者・家族への適切な対応・説明の重要性が理解できる 

  ・ロールプレイによるリフレクション ６ 

７ 

院内トリアージ：よりよい医療サービスの提供をするための緊急度・重症度の判断力・実践力を高める 

災害時トリアージ：災害時における最大多数の人に最大善の医療を提供するための治療の優先度を理解 

する      

８ 複数患者を受け持つ事例１（突発要件への対応） 

 複数患者への援助においての優先順位の考え方が理解できる 

  ・実習計画調整表作成  ・複数患者への優先順位を踏まえたケア計画の立案    

  ・ロールプレイによるリフレクション 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 複数患者を受け持つ事例２（時間内業務の調整力） 

 複数患者へ時間内に業務を終了できるような調整力を身につける 

  ・実習計画調整表作成  ・優先順位・時間を考慮したケア計画の立案 

  ・ロールプレイによるリフレクション 

１３ 

１４ 

１５ 

評価

方法 
レポート（100%）      

テキ 

スﾄ 
必要時資料を配布する      

参考

図書 

 
◇系統看護学講座 統合分野 医療安全 著：川村治子 医学書院 ISBN：978-4-260-01914-9  

◇系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践① 看護管理 著：上泉和子 医学書院 ISBN:978-4-260-01573-8 

◇系統看護学講座 統合分野 災害看護学・国際看護学 編：浦田喜久子，小原真理子 医学書院 

ISBN:978-4-260-02005-3 

学生へ

メッセージ 

 

既習の知識・技術を統合し、臨床実践能力がどの程度身についたか確認し、自己の課題を  

明らかにする。質の高い看護を提供するために課題の事例に対して、人間関係技術、状況  

判断能力、安全確保面から考察する 
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Ⅶ 教科外活動 

 

目的：教科外活動を通して、看護学生としての自覚及び協調性を養い、豊かな人間性を育む。 

活 動 名 1年次 2年次 3年次 ね ら い 

入学式 

4時間   
これからの学校生活に向けて、看護学生としての自覚と誇りを持ち、行

動できるように決意を新たにする。 

 4時間 4時間 
看護学生の先輩として、自覚した行動の上で新入生を歓迎し、今後の後

輩指導における役割を果たすことができるようにする 

卒業式 
4時間 4時間  看護基礎教育の全課程修了者の証書を授与し、認定する。社会人として

の役割を自覚する機会とする。   4時間 

継灯式 

4時間   看護の倫理について考え行動できる基盤を養う。 

 4時間 4時間 

ナイチンゲール像から灯を受け継ぎ、将来の歩みを決意し、自分が目指

す看護師像を宣誓することにより、専門職業人として自覚を持ち続け行

動できるようにする。 

ガイダンス 

8時間   
新たな学校生活に適応するために学校の概略を理解する。 

新入生としての新しい環境に適応し、級友間の親睦を深める。 

 4時間 4時間 
自己評価を基に振り返り、今後の課題を明確にするとともに、学習計画

を立てる。 

国家試験対策 

10時間 20時間  自己の学力を知り、学力向上を目指す。 

  30時間 
多くの問題に挑戦し、国家試験の傾向と対策をつかみ、国家試験に合格

する。 

解剖見学 4時間   解剖生理学で学んだ知識を実際に体感し理解を深める。 

教育講演 2時間 2時間 2時間 見聞を広め、豊かな感情を育て、自己成長につなげる。 

接遇研修 2時間 2時間  看護学生としてふさわしい接遇を身につける。 

熱中症研修 2時間 2時間 2時間 看護学生として熱中症の知識をもち熱中症対策の実践につなげる。 

ネットモラル 

研修 
2時間 2時間 2時間 

他者への影響を考え、人権、知的財産権など自他の権利を尊重し情報社

会での行動に責任をもつことや、危険回避など情報を正しく安全に利用

できる 

海外卒業研修  40時間  異文化に触れ、豊かな人間性と社会性・国際性を培う。 

親睦研修 6時間   研修に参加し、新入生間の親睦を深める。 

1,2年生親睦会 6時間 6時間  1,2年生間で交流をはかり、親睦を深める。 

防災訓練 4時間 4時間 4時間 
防災意識を高め、災害発生時における自己の身を守るとともに、看護学

生としての役割を考える。 

健康診断  4時間 4時間 
学校保健法に基づき、各自の健康管理と衛生管理について認識を高め、

自己の健康の保持増進を目指す機会とする。 

地域交流 4時間   
地域探索などをすることにより、地域の人とふれあい、地域の中の一員

としての自覚を育む。 

あおい祭 4時間 4時間 4時間 学生間の親睦を深め、地域との交流をはかる。 

合計時間 66時間 102時間 64時間  

 


